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１ 検証結果の概要

本市では、「まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年法律第 136 号）」に基づき、本市の特

性にあった地方創生の実現に向けて、「長久手市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（計画

期間：2015（平成 27））年度から 2019（令和元）年度）、「第２期長久手市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」（計画期間：2020（令和 2））年度から 2024（令和 6）年度」策定しま

した。

第２期総合戦略では、基本目標に基づく 29 事業ごとに KPI（重要業績評価指標）が設定

されており、毎年度 KPI の実績値を把握し、検証機関である「長久手市まち・ひと・しご

と創生総合戦略推進会議」にて、検証を行ってきました。

2024（令和 6）年度については、本戦略の最終年度であることから、４つの基本目標ご

との数値目標の達成状況も把握し、総合的に評価検証を行い、検証結果を次期総合戦略の

策定に活かしていきます。

⑴ 検証の方法

ア ４つの基本目標ごとの数値目標

達成状況について、主にアンケート調査により把握

※一部統計データについては、国が公表する数値を用いた。

イ ２９事業ごとの KPI

事業評価シートにより把握

⇒ア・イにより、次期総合戦略策定における課題について考察
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⑵ 基本目標の達成状況

本総合戦略は、「一人ひとりに役割と居場所があるまちづくり」を根底に、

基本目標１ 役割・しごとづくり「誰もが活躍できる役割・しごとをつくる」

基本目標２ 子育て支援「子どもを通して家族と地域の輪が広がるまちをつくる」

基本目標３ 地域コミュニティ・地域福祉

「地域のつながりを構築し、元気に安心して暮らせるまちをつくる」

基本目標４ 観光交流「地域の魅力を活かし、賑わい・活気・交流をつくる」

の４つの基本目標が掲げられています。

４つの基本目標には、それぞれ数値目標が掲げられており、その達成状況は以下のとお

りです。実績値については、令和 5年度末時点で把握できる最新の数値とします。

【達成度の凡例】

◎ 実績値が、目標値（R6)を上回っている

○ 実績値が、目標値（R6)には届いていないが、基準値よりは上昇している

△ 実績値が、目標値（R6)に届かず、基準値を下回っている
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表 1 基本目標ごとの数値目標の達成状況

¡ 「基本目標１」について、『地域で「たつせがある」と思う人の割合』は、実績値が基

準値より 5.3％上昇はしているが、目標値には届いていない。

¡ 「基本目標２」について、「合計特殊出生率」の実績値は、基準値より 0.09 上昇し、

目標が達成された。「安心して子どもを産み、育てることができるまちだと思う人の割

合」は、基準値から 12.5％上昇し、目標が達成された。

¡ 「基本目標３」について、「地域活動や行事にスタッフとして参加したことがある人の

割合」は、実績値が基準値より 6.3％下がっている。「健康寿命」は、男女ともに延伸

しているため、目標が達成された。

¡ 「基本目標４」について、「観光交流者数」は、実績値が基準値より約 81 万人上昇し、

目標値が達成された。『地域における自慢すべき「宝」があると思う人の割合』は、実

績値が基準値より 6.2％下がっている。

基本目標 数値目標 基準値 実績値
目標値
（R6）

達成度

１　役割・しごとづくり
地域で「たつせがある」と思う人
の割合

33.4%
（R1）

38.7%
（R5）

50% ○

合計特殊出生率
1.55
（H24）

1.64
(R4)

1.6 ◎

安心して子どもを産み、育てるこ
とができるまちだと思う人の割合

58.8%
（R1)

71.3%
（R5）

65% ◎

地域活動や行事にスタッフとして
参加したことがある人の割合

18.9%
（R1）

12.6%
（R5）

35% △

健康寿命
男性80.2歳
女性85.0歳
（H27）

男性　82.8歳
女性　86.2歳
（R2）

延伸 ◎

観光交流者数
約340万人
(H30）

約421万人
（R5）

約370万人 ◎

地域における自慢すべき「宝」が
あると思う人の割合

42.7%
（R1）

36.5%
（R5）

50% △

２　子育て支援

３　地域コミュニティ・地域福祉

４　観光交流
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⑶ 事業の KPI の達成状況

４つの基本目標には、それぞれ基本目標ごとに、基本的方向が掲げられており、さらに

基本的方向に事業がひも付いています。各事業には、それぞれ KPI が設定されており、こ

こでは、各事業の KPI の目標値の達成状況を以下に記載しています。

【達成度の凡例】

◎ 実績値が、目標値（R6)を上回っている

○ 実績値が、目標値（R6)には届いていないが、基準値よりは上昇している

△ 実績値が、目標値（R6)に届かず、基準値を下回っている

4



表 2 事業の KPI の達成状況

基本的方向 KPI達成度

1 ながくて地域スマイルポイント事業 ◎

2 まちづくり活動補助事業 △

3 まちづくりセンタ－機能強化事業 ―

4 学生まちづくり活動支援事業 ◎

5 アグリサポ－トセンタ－事業(現：アグリサポート事業) ◎

6 農福連携事業 ◎

7 あぐりん村再整備事業 ◎

8 住民起業支援塾事業 ―

9 女性活躍推進事業 ○

10 市民・民間・行政のプラットフォ－ム形成事業 △

基本的方向 KPI達成度

11 子ども預かり事業 ◎

12 女性活躍推進事業（再掲） ○

13 公立保育園ICT化推進事業 ◎

14 公園施設等改修事業 ―

15 子ども読書環境充実事業 ―

16 保育園児童館等地域交流事業 ○

17 子どもチャレンジ事業 ○

基本的方向 KPI達成度

18 まちづくり協議会設立運営支援事業 ○

19 多文化共生社会事業 ◎

20 国際交流協会支援事業 ◎

21 防災士育成事業 ○

22 自主防災活動支援事業 ◎

イ　市民の健康寿命を延ばす 23 公共交通ネットワ－ク構築事業 ○

基本的方向 KPI達成度

24 観光交流協会支援事業 ◎

25 ア－トのまちフェスティバル事業 △

26 長久手版プレ－パ－ク整備事業 △

27 古民家活用事業（現：歴史民俗体験施設整備事業） △

28 ジブリパーク関連事業 ◎

イ　人が集まり情報の受発信が行
　　われる交流の場の創造

29
リニモテラスにぎわい創出事業
(現：リニモテラス公益施設管理事業) ○

※「３　まちづくりセンタ－機能強化事業」については、事業終了のため「―」と表示

※「８　住民起業支援塾事業」については、事業主体が移管されたため「―」と表示

※「１４　公園施設等改修事業」及び「１５　子ども読書環境充実事業」については、令和６年度から実施のため「―」と表示

ア　子育てしやすい環境の整備

ア　地域資源を活かした長久手
　　の魅力とオリジナリティを
　　創造・発信する

事業

基本方針１　役割・しごとづくり「誰もが活躍できる役割・しごとをつくる」

基本方針２　子育て支援「子どもを通して家族と地域の輪が広がるまちをつくる」

基本方針３　地域コミュニティ・地域福祉「地域のつながりを構築し、元気に安心して暮らせるまちをつくる」

基本方針４　観光交流「地域の魅力を活かし、賑わい・活気・交流をつくる」

ア　市民の力を活かした新しい
　　役割分担の仕組みをつくる

イ　「農あるくらし」で
　　好循環をつくる

ウ　民間活力をまちづくりに
　　活かす

イ　地域で支え合う子育て支援

ア　市民が支え合うコミュニティ
　　をつくる

事業

事業

事業
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表 3 各基本目標ごとの施策・事業 KPI 達成状況

¡ 全体では、12 事業が「◎」となっており全体の 48.0%、8 事業が「○」となっており全

体の 32.0%、５事業が「△」となっており全体の 20.0%を占めている。

¡ KPI 達成度が「△」となっている５事業のうちの２事業「長久手版プレーパーク整備事

業」「古民家活用事業」については、目標が整備箇所数となっているため未達成の状況

であるが、達成に向け進捗はしている。

¡ 基本目標ごとにみると、最も KPI の目標値を達成している事業が多い基本目標は、「基

本目標１ 役割・しごとづくり」で、62.5％の事業が目標値を達成している。

¡ 「基本目標４ 観光交流」については、KPI の目標値を達成している事業は２つのみ（3

3.3%）で、４つの基本目標の中では、最も達成状況が良くない。

◎ ○ △

5 1 2 8　※

62.5% 12.5% 25.0% 100.0%

2 3 0 5　※

40.0% 60.0% 0.0% 100.0%

3 3 0 6

50.0% 50.0% 0.0% 100.0%

2 1 3 6

33.3% 16.7% 50.0% 100.0%

12 8 5 25

48.0% 32.0% 20.0% 100.0%

※基本目標１及び２の計４事業については、KPIの達成度が「ー」のため、合計から除外（表２参照）

４　観光交流

計

基本目標

KPI達成度

計

１　役割・しごとづくり

２　子育て支援

３　地域コミュニティ・地域福祉

6



２ 基本目標ごとの検証結果

⑴ 基本目標１ 役割・しごとづくり

¡ 「基本目標１」について、『地域で「たつせがある」と思う人の割合』は、実績値が基

準値より 5.3％上昇はしているが、目標値には届いていない。

【基本的方向】

ア 市民の力を活かした新しい役割分担の仕組みをつくる

イ 「農あるくらし」で好循環をつくる

ウ 民間活力をまちづくりに活かす

基準値（R1） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

33.4% 38.7% 50% ○
数値目標 地域で「たつせがある」と思う人の割合
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基本的方向ア 市民の力を活かした新しい役割分担の仕組みをつくる

¡ 基本目標１基本的方向アの４事業のうち、２事業が KPI の目標値を達成している。

【今後の取組の方向性】

¡ 各事業や施設で個別に実施してきた市民活動団体への支援について、効果的な連携や

相乗効果を生む体制や仕組みづくりの構築が必要であると考えられる。

¡ 「大学が多いまち」「子育て世帯が多いまち」という特性を活かした、若い世代への「役

割・しごとづくり」も必要であると考えられる。

事業名 1 詳細P.21

基準値（H29） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

395人 454人 435人 518人 559人 550人 ◎

事業名 2 詳細P.22

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

8団体 0団体 4団体 8団体 6団体 10団体 △

事業名 3 詳細P.23

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 1回 1回 10回 ―

事業名 4 詳細P.24

基準値（H29） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

25件 16件 26件 40件 45件 35件 ◎

学生まちづくり活動支援事業

大学連携事業（継続事業）実施件数【単年】

KPI

KPI

KPI

KPI

協働まちづくり活動補助団体【単年】

具体的な事業

まちづくりセンタ－機能強化事業

まちづくりセンタ－の運営を考える会開催回数【単年】

具体的な事業

具体的な事業

ながくて地域スマイルポイント事業

ながくて地域スマイルポイント交換者数【単年】

具体的な事業

まちづくり活動補助事業
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基本的方向イ 「農あるくらし」で好循環をつくる

¡ 基本目標１基本的方向イ３事業の全てにおいて、KPI の目標値を達成している。

【今後の取組の方向性】

¡ 「農」に関する施策・事業について、「あぐりん村再整備事業」にてハードが強化され、

また「アグリサポート事業」にて支援体制が整ったため、引き続き「農」を通した市

民の「役割・しごとづくり」を継続していく必要がある。

事業名 5 詳細P.25

基準値（H29） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― ― ― ― 5件 5件 ◎

事業名 6 農福連携事業 詳細P.26

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

28人 38人 53人 58人 72人 31人 ◎

事業名 7 詳細P.27

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― １施設 １施設 ◎

具体的な事業

あぐりん村再整備事業

あぐりん村再整備施設数【単年】

KPI

KPI

KPI

具体的な事業

アグリサポートセンター事業（現：アグリサポート事業）

アグリサポ－トセンタ－の設立　（Ｒ４～農地の貸し手と借り手のマッチング件数【単年】）

具体的な事業

農作業に携わった障がいのある人の人数【単年】
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基本的方向ウ 民間活力をまちづくりに活かす

¡ 基本目標１基本的方向ウの３事業のうち、KPI の目標値を達成している事業はなく、１

事業が基準値より進捗している。

【今後の取組の方向性】

¡ 新たに仕事をおこす取組以外にも、近年では、民間企業が地域課題の解決に取り組む

動きが活発になってきているため、民間企業が「まちづくりの担い手」として活躍で

きる仕組みづくりが必要になると考えられる。

¡ 地域には、障がいがある方、高齢者、外国人、子育て中の方等、様々な人が暮らして

おり、これらの市民にとって多様な働き方が可能となる支援を行っていくことも必要

である。

事業名 8 詳細P.28

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

7人 8人 10人 ―

事業名 9 女性活躍推進事業 詳細P.29

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 1回 3回 2回 2回 3回 ○

事業名 10 詳細P.30

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 0つ 0つ 0つ 0つ 1つ △

具体的な事業

市民・民間・行政のプラットフォ－ム形成事業

市民・民間・行政のプラットフォ－ムで取り組む地域課題数【累計】

KPI

KPI

KPI

具体的な事業

住民起業支援塾事業

起業者数【累計】

具体的な事業

女性活躍推進に係る出前講座開催回数【単年】
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⑵ 基本目標２ 子育て支援

¡ 「基本目標２」について、「合計特殊出生率」の実績値は、基準値より 0.09 上昇し、

目標が達成された。「安心して子どもを産み、育てることができるまちだと思う人の割

合」は、基準値から 12.5％上昇し、目標が達成された。

【基本的方向】

ア 子育てしやすい環境の整備

イ 地域で助け合う子育て支援

基準値（H24） 実績値（R4） 目標値（R6） 達成状況

1.55 1.64 1.6 ◎

基準値（R1） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

58.8% 71.3% 65% ◎

数値目標

合計特殊出生率

安心して子どもを生み、育てることができる
まちだと思う人の割合
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基本的方向ア 子育てしやすい環境の整備

¡ 基本目標２基本的方向アの５事業のうち、２事業が KPI の目標値を達成し、１事業が

基準値より進捗している。

【今後の取組の方向性】

¡ 引き続き、誰もが安心して妊娠・出産・子育てができる環境や支援体制を構築する必

要がある。

¡ 多様化・複雑化する社会のなかで、子どもたちが健やかに成長できるよう、時代に即

した学校教育環境等を充実していく必要がある。

事業名 11 詳細P.31

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 696人 1,591人 1,703人 1,603人 1,200人 ◎

事業名 12 女性活躍推進事業（再掲） 詳細P.32

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 1回 3回 2回 2回 3回 ○

事業名 13 詳細P.33

基準値（R5） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― ― ― ― 導入 導入 ◎

事業名 14 詳細P.34

基準値（R5） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 3件 ―

事業名 15 詳細P.35

基準値（R5） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 1つ ―

遊具等の施設取替え件数【単年】

具体的な事業

子ども読書環境充実事業

児童図書の購入数【単年】

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

具体的な事業

公立保育園ICT化推進事業

システムの導入

具体的な事業

公園施設等改修事業

具体的な事業

子ども預かり事業

子ども預かり事業延べ利用者数【単年】

具体的な事業

女性活躍推進に係る出前講座開催回数【単年】
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基本的方向イ 地域で助け合う子育て支援

¡ 基本目標２基本的方向イの２事業のうち、２事業とも KPI の目標値は達成していない。

【今後の取組の方向性】

¡ 「地域で子育て」という気運を高めるためにはある程度の時間がかかるため、継続し

ていくことも必要である。

事業名 16 詳細P.36

基準値（H29） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

110人 121人 127人 131人 127人 160人 ○

事業名 17 詳細P.37

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 未実施 未実施 4人 5人 20人 ○

子どもチャレンジ事業取組人数【単年】

KPI

KPI

具体的な事業

保育園児童館等地域交流事業

保育園児童館等地域交流事業登録者数【単年】

具体的な事業

子どもチャレンジ事業
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⑶ 基本目標３ 地域コミュニティ・地域福祉

¡ 「基本目標３」について、「地域活動や行事にスタッフとして参加したことがある人の

割合」は、実績値が基準値より 6.3％下がっている。「健康寿命」は、男女ともに延伸

しているため、目標が達成された。

【基本的方向】

ア 市民が支え合うコミュニティをつくる

イ 市民の健康寿命を延ばす

基準値（R1） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

18.9% 12.6% 35% △

基準値（H27） 実績値（R2） 目標値（R6） 達成状況

男性80.2歳
女性85.0歳

男性82.8歳
女性86.2歳

延伸 ◎

数値目標

地域活動や行事にスタッフとして参加したこ
とがある人の割合

健康寿命
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基本的方向ア 市民が支え合うコミュニティをつくる

¡ 基本目標３基本的方向アの５事業のうち、３事業が KPI の目標値を達成し、２事業が

基準値より進捗している。

【今後の取組の方向性】

¡ 「地域コミュニティ」の醸成にはある程度の時間がかかるため、継続していくことも

必要である。

¡ 「地域コミュニティ」の醸成のために、地域活動に幅広い世代の市民が参加しやすい

仕組みやきっかけづくりが必要である。

事業名 18 詳細P.38

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

2団体 2団体 2団体 2団体 2団体 3団体 ○

事業名 19 詳細P.39

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 0回 7回 7回 5回 7回 ◎

事業名 20 詳細P.40

基準値（H29） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

2,850人 967人 4,145人 6,198人 7,830人 3,000人 ◎

事業名 21 詳細P.41

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

　3件 3件 1件 1件 5件 15件 ○

事業名 22 詳細P.42

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

54地区 57地区 57地区 57地区 59地区 59地区 ◎

KPI

KPI

防災士育成事業

防災士資格取得の助成件数【単年】

具体的な事業

自主防災活動支援事業

自主防災倉庫設置数【累計】

指標

KPI

多文化共生促進事業実施回数【単年】

具体的な事業

国際交流協会支援事業

国際交流協会が実施する多文化共生推進事業への参加者数【単年】

具体的な事業

KPI

具体的な事業

まちづくり協議会設立運営支援事業

まちづくり協議会設置数【累計】

具体的な事業

多文化共生社会事業

15



基本的方向イ 市民の健康寿命を延ばす

¡ 基本目標３基本的方向イの事業は、KPI が基準値より進捗している。

【今後の取組の方向性】

¡ 健康維持のために、市民が気軽に外出できる環境整備のひとつとして、利便性の高い

公共交通ネットワークの構築が必要である。

事業名 23 詳細P.43

基準値（H29） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

5,194千人 2,337千人 3,912千人 4,615千人 5,196千人 5,455千人 ○

具体的な事業

公共交通ネットワ－ク構築事業

市内公共交通の利用者数【単年】

KPI
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⑷ 基本目標４ 観光交流

¡ 「基本目標４」について、「観光交流者数」は、実績値が基準値より約 81 万人上昇し、

目標値が達成された。『地域における自慢すべき「宝」があると思う人の割合』は、実

績値が基準値より 6.2％下がっている。

【基本的方向】

ア 地域資源を活かした長久手の魅力とオリジナリティを創造・発信する

イ 人が集まり情報の受発信が行われる交流の場の創造

基準値（H30） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

約340万人 約421万人 約370万人 ◎

基準値（H27） 実績値（R1） 目標値（R6） 達成状況

42.7% 36.5% 50% △

数値目標

観光交流者数

地域における自慢すべき「宝」があると思う
人の割合
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基本的方向ア 地域資源を活かした長久手の魅力とオリジナリティを創造・

発信する

¡ 基本目標４基本的方向アの４事業のうち、２事業が KPI の目標値を達成している。

【今後の取組の方向性】

¡ 地域に誇りや愛着を持ってもらうため、体験型や交流型の要素が必要である。

事業名 24 詳細P.44

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

0件 3件 7件 13件 15件 14件 ◎

事業名 25 詳細P.45

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

17,500人 474人 10,344人 1,922人 15,000人 18,000人 △

事業名 26 詳細P.46

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 0箇所 0箇所 0箇所 0箇所 1箇所 △

事業名 27 詳細P.47

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 0棟 0棟 0棟 0棟 1棟 △

事業名 28 詳細P.48

基準値（R5） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― 6回 1回 ◎

KPI

KPI

古民家活用事業（現：歴史民俗体験施設整備事業）

復元する古民家の棟数【累計】

具体的な施策・事業

ジブリパーク関連事業

ジブリパーク関連事業に関するPR事業実施数【単年】

KPI

KPI

ア－トフェスティバル来場者数【単年】

具体的な事業

長久手版プレ－パ－ク整備事業

長久手版プレ－パ－ク整備箇所数【累計】

具体的な事業

KPI

具体的な事業

観光交流協会支援事業

観光交流協会新規事業の実施件数【累計】

具体的な事業

ア－トのまちフェスティバル事業
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基本的方向イ 人が集まり情報の受発信が行われる交流の場の創造

¡ 基本目標４基本的方向イの事業は、基準値より進捗している。

【今後の取組の方向性】

¡ リニモテラスは、施設が整備されてから利用者は年々増えているため、にぎわいや交

流・つながりづくりの拠点としての更なる定着を図り、様々な分野で地域に継続的に

関わってもらう関係人口を増やす必要がある。

事業名 29 詳細P.49

基準値（H30） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 目標値（R6） 達成状況

― ― ― 36,408人 40,687人 60,000人 ○

具体的な事業

リニモテラスにぎわい創出事業（現：リニモテラス公益施設管理事業）

リニモテラスイベント実施回数【単年】（Ｒ４～リニモテラス公益施設来館者数【単年】）

KPI
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３ 事業の個別評価検証シート

事業の評価シートページ数

基本的方向 ページ数

1 ながくて地域スマイルポイント事業 21

2 まちづくり活動補助事業 22

3 まちづくりセンタ－機能強化事業 23

4 学生まちづくり活動支援事業 24

5 アグリサポ－トセンタ－事業(現：アグリサポート事業) 25

6 農福連携事業 26

7 あぐりん村再整備事業 27

8 住民起業支援塾事業 28

9 女性活躍推進事業 29

10 市民・民間・行政のプラットフォ－ム形成事業 30

基本的方向 ページ数

11 子ども預かり事業 31

12 女性活躍推進事業（再掲） 32

13 公立保育園ICT化推進事業 33

14 公園施設等改修事業 34

15 子ども読書環境充実事業 35

16 保育園児童館等地域交流事業 36

17 子どもチャレンジ事業 37

基本的方向 ページ数

18 まちづくり協議会設立運営支援事業 38

19 多文化共生社会事業 39

20 国際交流協会支援事業 40

21 防災士育成事業 41

22 自主防災活動支援事業 42

イ　市民の健康寿命を延ばす 23 公共交通ネットワ－ク構築事業 43

基本的方向 ページ数

24 観光交流協会支援事業 44

25 ア－トのまちフェスティバル事業 45

26 長久手版プレ－パ－ク整備事業 46

27 古民家活用事業（現：歴史民俗体験施設整備事業） 47

28 ジブリパーク関連事業 48

イ　人が集まり情報の受発信が行
　　われる交流の場の創造

29
リニモテラスにぎわい創出事業
(現：リニモテラス公益施設管理事業)

49

ウ　民間活力をまちづくりに
　　活かす

基本方針１　役割・しごとづくり「誰もが活躍できる役割・しごとをつくる」

事業

ア　市民の力を活かした新しい
　　役割分担の仕組みをつくる

イ　「農あるくらし」で
　　好循環をつくる

ア　市民が支え合うコミュニティ
　　をつくる

基本方針４　観光交流「地域の魅力を活かし、賑わい・活気・交流をつくる」

事業

ア　地域資源を活かした長久手
　　の魅力とオリジナリティを
　　創造・発信する

基本方針２　子育て支援「子どもを通して家族と地域の輪が広がるまちをつくる」

事業

ア　子育てしやすい環境の整備

イ　地域で支え合う子育て支援

基本方針３　地域コミュニティ・地域福祉「地域のつながりを構築し、元気に安心して暮らせるまちをつくる」

事業
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に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

、
市

主
催

行
事

等
へ

の
参

加
、

市
民

団
体

が
自

主
的

に
実

施
す

る
奉

仕
活

動
に

対
し

て
ポ

イ
ン

ト
を

付
与

し
、

貯
ま

っ
た

ポ
イ

ン
ト
を

図
書

カ
ー

ド
等

に
交

換
を

行
っ

た
。

・
令

和
4
年

度
か

ら
対

象
年

齢
を

1
8
歳

以
上

か
ら

小
学

生
以

上
に

拡
大

。
1
8
歳

未
満

は
4
5

人
(ポ

イ
ン

ト
交

換
は

2
人

)が
登

録
。

・
市

内
福

祉
事

業
等

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

、
市

主
催

行
事

等
へ

の
参

加
及

び
市

民
団

体
が

自
主

的
に

実
施

す
る

奉
仕

活
動

に
対

し
て

ポ
イ

ン
ト
を

付
与

し
、

貯
ま

っ
た

ポ
イ

ン
ト
を

図
書

カ
ー

ド
等

に
交

換
を

行
っ

た
。

・
令

和
4
年

度
か

ら
対

象
年

齢
を

1
8
歳

以
上

か
ら

小
学

生
以

上
に

拡
大

。
1
8
歳

未
満

は
4
4
人

(ポ
イ

ン
ト
交

換
は

1
4
人

)が
登

録
。

・
市

内
福

祉
事

業
等

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

、
市

主
催

行
事

等
へ

の
参

加
及

び
市

民
団

体
が

自
主

的
に

実
施

す
る

奉
仕

活
動

に
対

し
て

ポ
イ

ン
ト
を

付
与

し
、

貯
ま

っ
た

ポ
イ

ン
ト
を

図
書

カ
ー

ド
等

に
交

換
を

行
っ

た
。

・
令

和
4
年

度
か

ら
対

象
年

齢
を

1
8
歳

以
上

か
ら

小
学

生
以

上
に

拡
大

。

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値
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事
業
評
価
シ
ー
ト

1

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

3
3
.4

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

8
団

体
0

団
体

4
団

体
8

団
体

6
団

体
1
0

団
体

6
0
.0

%
△

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
8
.7

%
（
R
5
）

ア
　

市
民

の
力

を
活

か
し

た
新

し
い

役
割

分
担

の
仕

組
み

を
つ

く
る

今
後

の
超

高
齢

・
人

口
減

少
社

会
の

到
来

に
備

え
、

様
々

な
経

験
、

知
恵

、
技

術
を

持
つ

市
民

が
、

こ
の

ま
ち

に
住

む
当

事
者

と
し

て
、

ま
ち

づ
く

り
の

担
い

手
と

い
う

役
割

を
持

ち
、

市
民

が
主

体
的

に
活

動
す

る
「
新

し
い

ま
ち

の
か

た
ち

の
仕

組
み

づ
く

り
」
を

推
進

し
ま

す
。

具
体
的
な
事
業

2
ま

ち
づ

く
り

活
動

補
助

事
業

地
域

共
生

推
進

課

市
民

が
日

常
生

活
の

中
で

気
が

つ
い

た
こ

と
や

地
域

の
課

題
を

、
市

と
協

働
し

て
解

決
す

る
取

組
を

応
援

す
る

「
ま

ち
づ

く
り

活
動

補
助

事
業

」
を

行
い

ま
す

。

協
働

ま
ち

づ
く

り
活

動
補

助
団

体
【
単

年
】

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

目
標
値
（
R
6
）

目
標
値
の
達
成
状
況

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
事

業
を

中
止

し
た

。

・
一

般
事

業
枠

、
テ

ー
マ

型
事

業
枠

に
加

え
、

令
和

3
年

度
か

ら
新

た
に

学
生

枠
を

設
置

し
、

学
生

の
ま

ち
づ

く
り

へ
の

参
画

を
促

し
た

。
・
協

働
ま

ち
づ

く
り

活
動

補
助

4
団

体
に

対
し

補
助

を
行

っ
た

。

・
8
団

体
に

対
し

補
助

を
行

っ
た

。
・
事

業
担

当
課

か
ら

新
た

に
協

働
し

た
い

テ
ー

マ
が

示
さ

れ
た

た
め

、
2
次

募
集

を
行

っ
た

。

・
協

働
ま

ち
づ

く
り

活
動

補
助

6
団

体
に

対
し

補
助

を
行

っ
た

。
・
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
や

シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

な
ど

の
地

域
団

体
と

協
力

し
て

事
業

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
協

働
ま

ち
づ

く
り

活
動

補
助

7
団

体
に

対
し

交
付

決
定

を
行

っ
た

。
・
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
な

ど
の

地
域

団
体

と
協

力
し

て
事

業
を

進
め

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値
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事
業
評
価
シ
ー
ト

1

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

3
3
.4

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

－
回

1
回

1
回

1
0

回
－

－

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
8
.7

%
（
R
5
）

ア
　

市
民

の
力

を
活

か
し

た
新

し
い

役
割

分
担

の
仕

組
み

を
つ

く
る

今
後

の
超

高
齢

・
人

口
減

少
社

会
の

到
来

に
備

え
、

様
々

な
経

験
、

知
恵

、
技

術
を

持
つ

市
民

が
、

こ
の

ま
ち

に
住

む
当

事
者

と
し

て
、

ま
ち

づ
く

り
の

担
い

手
と

い
う

役
割

を
持

ち
、

市
民

が
主

体
的

に
活

動
す

る
「
新

し
い

ま
ち

の
か

た
ち

の
仕

組
み

づ
く

り
」
を

推
進

し
ま

す
。

具
体
的
な
事
業

3
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
－

機
能

強
化

事
業

地
域

共
生

推
進

課

市
民

活
動

団
体

の
活

動
拠

点
と

し
て

、
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

の
運

営
体

制
を

強
化

し
ま

す
。

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

－
の

運
営

を
考

え
る

会
開

催
回

数
【
単

年
】

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

目
標
値
（
R
6
）

目
標
値
の
達
成
状
況

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
交

流
会

を
実

施
し

、
コ

ロ
ナ

禍
で

の
活

動
を

考
え

た
。

・
市

民
及

び
市

民
活

動
団

体
向

け
に

オ
ン

ラ
イ

ン
活

用
講

座
を

実
施

し
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

市
民

活
動

の
促

進
を

行
っ

た
。

・
引

き
続

き
ま

ち
セ

ン
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（
相

談
員

）
を

配
置

し
た

。

・
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

の
運

営
を

考
え

る
会

を
開

催
し

、
検

討
し

た
結

果
、

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
の

運
営

体
制

と
し

て
、

ま
ち

セ
ン

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
が

市
民

活
動

団
体

の
相

談
を

受
け

る
体

制
が

整
っ

た
。

※
相

談
を

受
け

る
体

制
が

整
っ

た
た

め
事

業
完

了

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値
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事
業
評
価
シ
ー
ト

1

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

3
3
.4

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

2
5

件
1
6

件
2
6

件
4
0

件
4
5

件
3
5

件
1
2
8
.6

%
◎

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
8
.7

%
（
R
5
）

ア
　

市
民

の
力

を
活

か
し

た
新

し
い

役
割

分
担

の
仕

組
み

を
つ

く
る

今
後

の
超

高
齢

・
人

口
減

少
社

会
の

到
来

に
備

え
、

様
々

な
経

験
、

知
恵

、
技

術
を

持
つ

市
民

が
、

こ
の

ま
ち

に
住

む
当

事
者

と
し

て
、

ま
ち

づ
く

り
の

担
い

手
と

い
う

役
割

を
持

ち
、

市
民

が
主

体
的

に
活

動
す

る
「
新

し
い

ま
ち

の
か

た
ち

の
仕

組
み

づ
く

り
」
を

推
進

し
ま

す
。

具
体
的
な
事
業

4
学

生
ま

ち
づ

く
り

活
動

支
援

事
業

観
光

商
工

課

市
内

４
大

学
お

よ
び

周
辺

大
学

と
連

携
し

、
大

学
の

持
つ

知
的

財
産

や
人

材
、

学
生

の
持

つ
若

い
力

を
生

か
す

た
め

の
仕

組
み

づ
く

り
に

取
り

組
み

、
学

生
の

ま
ち

づ
く

り
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

大
学

連
携

事
業

（
継

続
事

業
）
実

施
件

数
【
単

年
】

基
準
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

目
標
値
（
R
6
）

目
標
値
の
達
成
状
況

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
各

課
で

各
大

学
等

の
特

色
を

活
か

し
た

事
業

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

禍
の

中
で

も
実

施
で

き
る

方
法

を
検

討
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
事

業
も

あ
っ

た
。

・
各

課
で

各
大

学
等

の
特

色
を

活
か

し
た

事
業

を
実

施
し

た
。

・
市

内
４

大
学

の
教

員
及

び
学

生
、

市
民

団
体

、
企

業
が

ご
ち

ゃ
ま

ぜ
に

な
っ

て
地

域
で

や
り

た
い

活
動

に
つ

い
て

話
し

合
う

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
っ

た
。

・
市

内
4
大

学
と

近
隣

大
学

の
学

生
が

中
心

と
な

り
、

国
際

交
流

協
会

や
長

久
手

消
防

署
や

社
会

福
祉

協
議

会
、

安
心

安
全

課
な

ど
が

連
携

す
る

防
災

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

。
当

日
は

、
2
0
0
名

の
来

場
者

と
5
0
名

の
学

生
の

参
加

に
よ

り
、

リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

と
長

久
手

中
央

2
号

公
園

一
帯

に
活

気
が

溢
れ

た
。

・
各

課
で

各
大

学
等

の
特

色
を

活
か

し
た

事
業

を
実

施
し

た
。

・
４

Ｕ
ワ

ー
キ

ン
グ

に
お

い
て

、
市

民
団

体
や

消
防

な
ど

と
連

携
し

て
行

う
防

災
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
市

内
、

近
隣

の
大

学
生

有
志

を
集

め
イ

ベ
ン

ト
実

行
委

員
会

を
立

ち
上

げ
た

。
事

前
勉

強
か

ら
企

画
、

当
日

の
運

営
ま

で
を

担
い

、
学

生
が

主
体

と
な

り
開

催
し

2
5
0
名

の
来

場
が

あ
っ

た
。

・
市

内
大

学
学

生
と

国
際

交
流

協
会

が
中

心
と

な
り

、
長

久
手

消
防

署
や

社
会

福
祉

協
議

会
、

安
心

安
全

課
な

ど
が

連
携

す
る

防
災

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

し
た

。
・
名

古
屋

学
芸

大
学

と
包

括
連

携
協

定
を

締
結

し
た

。

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値
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事
業
評
価
シ
ー
ト

1

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

3
3
.4

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

-
件

-
件

-
件

-
件

5
件

5
件

1
0
0
.0

%
◎

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
8
.7

%
（
R
5
）

イ
　

「
農

あ
る

く
ら

し
」
で

好
循

環
を

つ
く

る

市
内

に
存

在
す

る
遊

休
農

地
・
低

未
利

用
農

地
を

、
農

に
関

心
を

持
つ

人
や

障
が

い
者

・
高

齢
者

等
、

多
く

の
市

民
が

農
に

親
し

み
、

農
と

触
れ

合
い

な
が

ら
、

役
割

や
生

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
げ

ま
す

。
ま

た
、

里
山

の
保

全
・
活

用
、

地
産

地
消

、
観

光
誘

客
な

ど
、

「
農

」
の

持
つ

多
様

な
機

能
を

活
か

し
、

「
農

」
を

中
心

に
様

々
な

活
動

を
結

び
つ

け
る

こ
と

で
、

新
た

な
仕

事
や

雇
用

を
生

む
「
農

」
を

中
心

と
し

た
地

域
の

好
循

環
を

つ
く

り
ま

す
。

具
体
的
な
事
業

5
ア

グ
リ

サ
ポ

－
ト
セ

ン
タ

－
事

業
（
現

：
ア

グ
リ

サ
ポ

ー
ト
事

業
）

み
ど

り
の

推
進

課

ア
グ

リ
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
を

設
立

し
、

農
地

の
マ

ッ
チ

ン
グ

等
、

様
々

な
人

が
行

う
農

に
関

わ
る

取
組

を
応

援
し

ま
す

。

ア
グ

リ
サ

ポ
－

ト
セ

ン
タ

－
の

設
立

　
（
Ｒ

４
～

農
地

の
貸

し
手

と
借

り
手

の
マ

ッ
チ

ン
グ

件
数

【
単

年
】
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

目
標
値
（
R
6
）

目
標
値
の
達
成
状
況

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
農

協
及

び
あ

ぐ
り

ん
村

の
各

担
当

者
と

農
地

の
マ

ッ
チ

ン
グ

事
業

の
試

行
に

つ
い

て
協

議
し

た
。

・
農

地
の

マ
ッ

チ
ン

グ
事

業
の

試
行

を
開

始
し

た
。

（
R
4
～

事
業

名
称

及
び

指
標

変
更

）
・
農

業
用

機
械

等
貸

出
事

業
に

つ
い

て
、

令
和

5
年

度
開

始
に

向
け

て
、

検
討

を
行

っ
た

。
・
令

和
5
年

度
よ

り
ア

グ
リ
サ

ポ
ー

ト
振

興
事

業
を

導
入

す
る

た
め

の
組

織
形

態
及

び
委

託
先

の
活

動
内

容
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

・
外

部
に

ア
グ

リ
サ

ポ
ー

ト
振

興
事

業
の

う
ち

の
農

楽
校

業
務

、
市

民
農

園
業

務
、

営
農

相
談

業
務

、
農

機
具

貸
出

業
務

に
つ

い
て

委
託

を
行

っ
た

。
・
農

機
具

等
の

貸
出

及
び

営
農

相
談

を
開

始
し

、
周

知
等

を
行

っ
た

。

・
Ｒ

5
年

度
に

開
始

し
た

ア
グ

リ
サ

ポ
ー

ト
事

業
を

継
続

実
施

し
た

。

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値
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事
業
評
価
シ
ー
ト

1

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

3
3
.4

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

2
8

人
3
8

人
5
3

人
5
8

人
7
2

人
3
1

人
2
3
2
.3

%
◎

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
8
.7

%
（
R
5
）

イ
　

「
農

あ
る

く
ら

し
」
で

好
循

環
を

つ
く

る

市
内

に
存

在
す

る
遊

休
農

地
・
低

未
利

用
農

地
を

、
農

に
関

心
を

持
つ

人
や

障
が

い
者

・
高

齢
者

等
、

多
く

の
市

民
が

農
に

親
し

み
、

農
と

触
れ

合
い

な
が

ら
、

役
割

や
生

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
げ

ま
す

。
ま

た
、

里
山

の
保

全
・
活

用
、

地
産

地
消

、
観

光
誘

客
な

ど
、

「
農

」
の

持
つ

多
様

な
機

能
を

活
か

し
、

「
農

」
を

中
心

に
様

々
な

活
動

を
結

び
つ

け
る

こ
と

で
、

新
た

な
仕

事
や

雇
用

を
生

む
「
農

」
を

中
心

と
し

た
地

域
の

好
循

環
を

つ
く

り
ま

す
。

具
体
的
な
事
業

6
農

福
連

携
事

業
福

祉
課

農
業

を
活

用
し

た
障

が
い

の
あ

る
人

の
雇

用
機

会
の

拡
大

や
、

人
手

不
足

に
よ

る
耕

作
放

棄
地

の
有

効
活

用
の

た
め

、
農

福
連

携
に

取
り

組
み

ま
す

。

農
作

業
に

携
わ

っ
た

障
が

い
の

あ
る

人
の

人
数

【
単

年
】

基
準
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

目
標
値
（
R
6
）

目
標
値
の
達
成
状
況

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
な

が
ふ

く
障

が
い

者
プ

ラ
ン

を
策

定
し

、
農

地
の

有
効

活
用

や
農

業
従

事
者

へ
の

啓
発

等
に

つ
い

て
、

計
画

に
位

置
付

け
た

。

・
令

和
元

年
度

に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト
で

農
福

連
携

に
興

味
が

あ
る

と
回

答
し

た
農

業
者

に
個

別
に

連
絡

を
行

い
、

障
が

い
事

業
所

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

努
め

た
結

果
、

昨
年

度
実

績
の

3
8
人

か
ら

5
3
人

ま
で

増
加

し
た

。

・
農

福
連

携
を

行
う

事
業

所
へ

の
研

修
等

の
情

報
提

供
や

取
組

状
況

の
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

農
福

連
携

に
興

味
が

あ
る

と
い

う
事

業
者

か
ら

の
相

談
対

応
も

行
っ

た
。

・
農

福
連

携
を

行
う

事
業

所
へ

の
研

修
等

の
情

報
提

供
や

取
組

状
況

の
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

農
福

連
携

に
興

味
が

あ
る

と
い

う
事

業
者

か
ら

の
相

談
対

応
も

行
っ

た
。

・
農

福
連

携
を

行
う

事
業

所
へ

の
研

修
等

の
情

報
提

供
や

取
組

状
況

の
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値
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事
業
評
価
シ
ー
ト

1

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

3
3
.4

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

－
施

設
1

施
設

1
施

設
1
0
0
.0

%
◎

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
8
.7

%
（
R
5
）

イ
　

「
農

あ
る

く
ら

し
」
で

好
循

環
を

つ
く

る

市
内

に
存

在
す

る
遊

休
農

地
・
低

未
利

用
農

地
を

、
農

に
関

心
を

持
つ

人
や

障
が

い
者

・
高

齢
者

等
、

多
く

の
市

民
が

農
に

親
し

み
、

農
と

触
れ

合
い

な
が

ら
、

役
割

や
生

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
げ

ま
す

。
ま

た
、

里
山

の
保

全
・
活

用
、

地
産

地
消

、
観

光
誘

客
な

ど
、

「
農

」
の

持
つ

多
様

な
機

能
を

活
か

し
、

「
農

」
を

中
心

に
様

々
な

活
動

を
結

び
つ

け
る

こ
と

で
、

新
た

な
仕

事
や

雇
用

を
生

む
「
農

」
を

中
心

と
し

た
地

域
の

好
循

環
を

つ
く

り
ま

す
。

具
体
的
な
事
業

7
あ

ぐ
り

ん
村

再
整

備
事

業
み

ど
り

の
推

進
課

あ
ぐ

り
ん

村
（
田

園
バ

レ
ー

交
流

施
設

）
の

新
た

な
魅

力
を

創
出

す
る

た
め

、
売

り
場

の
拡

大
や

充
実

等
の

再
整

備
を

行
い

ま
す

。

あ
ぐ

り
ん

村
再

整
備

施
設

数
【
単

年
】

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

目
標
値
（
R
6
）

目
標
値
の
達
成
状
況

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
増

築
棟

新
築

が
完

了
し

た
。

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値
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事
業
評
価
シ
ー
ト

1

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

3
3
.4

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

7
人

8
人

1
0

人
－

－

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
8
.7

%
（
R
5
）

ウ
　

民
間

活
力

を
ま

ち
づ

く
り

に
活

か
す

市
内

に
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

や
雇

用
を

創
出

し
、

地
域

経
済

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
た

め
、

創
業

希
望

者
を

掘
り

起
こ

し
、

起
業

し
や

す
い

環
境

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
、

民
間

企
業

と
連

携
す

る
こ

と
で

、
地

域
課

題
の

解
決

に
つ

な
げ

る
仕

組
み

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

具
体
的
な
施
事
業

8
住

民
起

業
支

援
塾

事
業

観
光

商
工

課

地
域

の
課

題
を

市
民

が
主

体
と

な
っ

て
解

決
す

る
た

め
、

ビ
ジ

ネ
ス

の
手

法
を

活
用

し
、

仕
事

と
し

て
報

酬
を

得
な

が
ら

事
業

を
持

続
的

に
継

続
す

る
「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
」
の

起
業

に
必

要
な

知
識

を
学

ぶ
講

座
を

行
い

ま
す

。

起
業

者
数

【
累

計
】

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

目
標
値
（
R
6
）

目
標
値
の
達
成
状
況

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
の

影
響

に
よ

り
、

起
業

を
考

え
る

人
が

少
な

い
と

想
定

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

タ
イ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
た

。

・
令

和
３

年
度

か
ら

実
施

主
体

が
商

工
会

に
移

管
さ

れ
た

た
め

、
市

主
催

の
事

業
と

し
て

は
完

了

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値
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事
業
評
価
シ
ー
ト

1

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

3
3
.4

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

－
回

1
回

3
回

2
回

2
回

3
回

6
6
.7

%
○

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
8
.7

%
（
R
5
）

ウ
　

民
間

活
力

を
ま

ち
づ

く
り

に
活

か
す

市
内

に
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

や
雇

用
を

創
出

し
、

地
域

経
済

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
た

め
、

創
業

希
望

者
を

掘
り

起
こ

し
、

起
業

し
や

す
い

環
境

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
、

民
間

企
業

と
連

携
す

る
こ

と
で

、
地

域
課

題
の

解
決

に
つ

な
げ

る
仕

組
み

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

9
女

性
活

躍
推

進
事

業
観

光
商

工
課

女
性

が
活

躍
で

き
、

男
女

が
と

も
に

仕
事

と
家

庭
の

両
立

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

の
た

め
、

理
解

促
進

・
啓

発
事

業
を

行
い

ま
す

。

女
性

活
躍

推
進

に
係

る
出

前
講

座
開

催
回

数
【
単

年
】

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

目
標
値
（
R
6
）

目
標
値
の
達
成
状
況

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
北

小
学

校
5
年

生
を

対
象

に
出

前
講

座
を

実
施

し
た

。
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
各

ク
ラ

ス
（
5
ク

ラ
ス

）
ご

と
に

実
施

し
た

。

・
育

児
な

ど
で

離
職

し
再

就
職

を
目

指
す

女
性

を
対

象
に

、
マ

ザ
ー

ズ
セ

ミ
ナ

ー
、

マ
マ

た
ち

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

再
就

職
セ

ミ
ナ

ー
そ

れ
ぞ

れ
1
回

実
施

し
た

。
・
各

講
座

で
は

、
仕

事
探

し
に

つ
い

て
知

る
セ

ミ
ナ

ー
や

再
就

職
に

向
け

た
悩

み
の

共
有

、
自

身
の

将
来

の
キ

ャ
リ
ア

を
考

え
る

ワ
ー

ク
な

ど
を

行
っ

た
。

・
育

児
な

ど
で

離
職

し
再

就
職

を
目

指
す

女
性

を
対

象
に

、
マ

ザ
ー

ズ
パ

ソ
コ

ン
再

就
職

セ
ミ
ナ

ー
、

職
場

復
帰

再
就

職
準

備
セ

ミ
ナ

ー
そ

れ
ぞ

れ
1
回

実
施

し
た

。
・
各

講
座

で
は

、
職

務
経

歴
書

及
び

履
歴

書
の

作
成

方
法

や
仕

事
や

家
事

、
育

児
に

追
わ

れ
る

中
で

自
分

の
時

間
の

作
り

方
を

考
え

る
ワ

ー
ク

な
ど

を
行

っ
た

。

・
マ

ザ
ー

ズ
パ

ゾ
コ

ン
再

就
職

セ
ミ
ナ

ー
1

回
、

マ
マ

た
ち

の
職

場
復

帰
・
再

就
職

セ
ミ
ナ

ー
1
回

を
行

っ
た

。

・
愛

知
学

院
大

学
総

合
政

策
学

部
の

学
生

に
対

し
、

「
子

育
て

と
男

女
共

同
参

画
」
と

題
し

て
、

出
前

講
座

を
実

施
し

た
。

・
マ

マ
・
ジ

ョ
ブ

・
あ

い
ち

（
県

）
の

出
張

相
談

を
１

回
行

っ
た

。

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値
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事
業
評
価
シ
ー
ト

1

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

3
3
.4

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

－
つ

0
つ

0
つ

0
つ

0
つ

1
つ

0
.0

%
△

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
8
.7

%
（
R
5
）

ウ
　

民
間

活
力

を
ま

ち
づ

く
り

に
活

か
す

市
内

に
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

や
雇

用
を

創
出

し
、

地
域

経
済

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
た

め
、

創
業

希
望

者
を

掘
り

起
こ

し
、

起
業

し
や

す
い

環
境

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
、

民
間

企
業

と
連

携
す

る
こ

と
で

、
地

域
課

題
の

解
決

に
つ

な
げ

る
仕

組
み

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

1
0

市
民

・
民

間
・
行

政
の

プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
－

ム
形

成
事

業
企

画
政

策
課

市
民

、
民

間
企

業
、

行
政

で
今

後
の

連
携

の
き

っ
か

け
に

な
る

よ
う

な
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

推
進

し
、

行
政

に
は

な
い

市
民

や
民

間
事

業
者

の
知

見
や

活
力

、
資

源
を

ま
ち

づ
く

り
に

生
か

し
地

域
課

題
を

解
決

す
る

公
民

連
携

に
取

り
組

み
ま

す
。

市
民

・
民

間
・
行

政
の

プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
－

ム
で

取
り

組
む

地
域

課
題

数
【
累

計
】

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

目
標
値
（
R
6
）

目
標
値
の
達
成
状
況

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
市

民
や

民
間

企
業

と
の

対
話

が
困

難
で

あ
り

、
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
の

推
進

の
取

組
は

停
滞

し
て

い
る

が
、

令
和

2
年

9
月

に
は

大
塚

製
薬

株
式

会
社

と
「
健

康
づ

く
り

」
「
災

害
時

に
お

け
る

協
力

」
に

関
す

る
協

定
を

締
結

し
た

。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
の

影
響

に
よ

り
、

市
民

や
民

間
企

業
と

の
対

話
が

困
難

で
あ

り
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
の

推
進

の
取

組
は

停
滞

し
て

い
る

が
、

令
和

4
年

3
月

に
は

中
北

薬
品

株
式

会
社

と
健

康
づ

く
り

の
促

進
及

び
高

齢
者

支
援

を
目

的
に

連
携

協
力

を
図

る
た

め
、

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
。

・
包

括
連

携
協

定
を

結
ぶ

中
北

薬
品

㈱
や

㈱
ス

ギ
薬

局
と

連
携

し
、

イ
ベ

ン
ト
の

協
力

や
商

品
の

提
供

等
を

実
施

し
た

。
・
イ

オ
ン

モ
ー

ル
長

久
手

と
会

場
提

供
、

P
R
の

協
力

、
専

門
店

へ
の

イ
ベ

ン
ト
協

力
依

頼
等

で
連

携
し

た
。

・
令

和
4
年

1
0
月

に
学

術
の

振
興

、
産

業
の

発
展

及
び

活
力

あ
る

個
性

豊
か

な
地

域
づ

く
り

を
目

的
と

し
、

国
立

大
学

法
人

東
京

大
学

先
端

科
学

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

と
包

括
連

携
協

定
を

締
結

し
た

。

・
令

和
5
年

7
月

に
日

本
郵

便
株

式
会

社
と

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
。

・
令

和
5
年

1
1
月

に
株

式
会

社
ヤ

ク
ル

ト
東

海
及

び
愛

知
中

央
ヤ

ク
ル

ト
販

売
株

式
会

社
と

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
。

・
令

和
6
年

3
月

に
、

包
括

連
携

協
定

を
結

ぶ
国

立
大

学
法

人
東

京
大

学
先

端
科

学
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
の

先
生

を
招

き
、

「
ち

が
う

こ
と

が
い

い
」
を

テ
ー

マ
に

、
講

演
会

や
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

し
た

。

・
市

民
、

民
間

、
行

政
が

立
場

を
超

え
て

出
会

い
、

対
話

を
通

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

知
見

や
ア

イ
デ

ィ
ア

を
交

換
し

学
び

合
う

「
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

ミ
ー

ト
ア

ッ
プ

」
を

７
月

か
ら

毎
月

１
回

開
催

し
た

。
・
4
月

に
設

立
し

た
一

般
社

団
法

人
エ

コ
シ

ス
テ

ム
社

会
機

構
（
E
S
A

）
に

行
政

会
員

と
し

て
加

入
し

、
加

入
団

体
と

地
域

課
題

の
共

有
を

行
っ

た
。

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値
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事
業
評
価
シ
ー
ト

2

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
8
.8

%
（
R
1
)

6
5
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

－
人

6
9
6

人
1
5
9
1

人
1
7
0
3

人
1
6
0
3

人
1
2
0
0

人
1
3
3
.6

%
◎

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

合
計

特
殊

出
生

率
1
.6

4
（
R
4
）

安
心

し
て

子
ど

も
を

生
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

7
1
.3

%
（
R
5
)

ア
　

子
育

て
し

や
す

い
環

境
の

整
備

子
ど

も
を

生
み

育
て

よ
う

と
す

る
親

や
子

育
て

を
行

っ
て

い
る

親
が

、
不

安
や

孤
立

感
、

負
担

感
を

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
、

多
様

な
状

況
に

対
応

で
き

る
子

育
て

支
援

を
実

施
し

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

1
1

子
ど

も
預

か
り

事
業

子
ど

も
家

庭
課

保
護

者
の

就
労

形
態

や
生

活
ス

タ
イ

ル
が

多
様

化
す

る
な

か
、

子
育

て
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

子
ど

も
預

か
り

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

子
ど

も
預

か
り

事
業

延
べ

利
用

者
数

【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
子

育
て

中
の

保
護

者
を

対
象

に
医

療
機

関
・
健

診
の

受
診

や
短

時
間

の
就

労
及

び
買

い
物

等
の

間
、

育
児

か
ら

離
れ

る
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
に

高
齢

者
生

き
が

い
セ

ン
タ

ー
１

階
作

業
室

を
改

修
し

、
「
子

ど
も

の
預

か
り

室
こ

と
り

ル
ー

ム
ぴ

っ
ぴ

」
を

市
の

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
と

し
て

、
令

和
2
年

1
0
月

に
開

始
。

・
子

育
て

中
の

保
護

者
を

対
象

に
医

療
機

関
・
健

診
の

受
診

や
短

時
間

の
就

労
及

び
買

い
物

等
の

間
、

育
児

か
ら

離
れ

る
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

子
ど

も
の

預
か

り
を

行
っ

た
。

・
子

育
て

中
の

保
護

者
を

対
象

に
医

療
機

関
・
健

診
の

受
診

や
短

時
間

の
就

労
及

び
買

い
物

等
の

間
、

育
児

か
ら

離
れ

る
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

子
ど

も
の

預
か

り
を

行
っ

た
。

・
子

育
て

中
の

保
護

者
を

対
象

に
医

療
機

関
・
健

診
の

受
診

や
短

時
間

の
就

労
及

び
買

い
物

等
の

間
、

育
児

か
ら

離
れ

る
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

子
ど

も
の

預
か

り
を

行
っ

た
。

・
子

育
て

中
の

保
護

者
を

対
象

に
医

療
機

関
・
健

診
の

受
診

や
短

時
間

の
就

労
及

び
買

い
物

等
の

間
、

育
児

か
ら

離
れ

る
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

子
ど

も
の

預
か

り
を

行
っ

た
。

目
標
値
（
R
6
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

2

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
8
.8

%
（
R
1
)

6
5
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

－
回

1
回

3
回

2
回

2
回

3
回

6
6
.7

%
△

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

合
計

特
殊

出
生

率
1
.6

4
（
R
4
）

安
心

し
て

子
ど

も
を

生
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

7
1
.3

%
（
R
5
)

ア
　

子
育

て
し

や
す

い
環

境
の

整
備

子
ど

も
を

生
み

育
て

よ
う

と
す

る
親

や
子

育
て

を
行

っ
て

い
る

親
が

、
不

安
や

孤
立

感
、

負
担

感
を

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
、

多
様

な
状

況
に

対
応

で
き

る
子

育
て

支
援

を
実

施
し

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

1
2

女
性

活
躍

推
進

事
業

（
再

掲
）

観
光

商
工

課

女
性

が
活

躍
で

き
、

男
女

が
と

も
に

仕
事

と
家

庭
の

両
立

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

の
た

め
、

理
解

促
進

・
啓

発
事

業
を

行
い

ま
す

。

女
性

活
躍

推
進

に
係

る
出

前
講

座
開

催
回

数
【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
北

小
学

校
5
年

生
を

対
象

に
出

前
講

座
を

実
施

し
た

。
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
各

ク
ラ

ス
（
5
ク

ラ
ス

）
ご

と
に

実
施

し
た

。

・
育

児
な

ど
で

離
職

し
再

就
職

を
目

指
す

女
性

を
対

象
に

、
マ

ザ
ー

ズ
セ

ミ
ナ

ー
、

マ
マ

た
ち

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

再
就

職
セ

ミ
ナ

ー
そ

れ
ぞ

れ
1
回

実
施

し
た

。
・
各

講
座

で
は

、
仕

事
探

し
に

つ
い

て
知

る
セ

ミ
ナ

ー
や

再
就

職
に

向
け

た
悩

み
の

共
有

、
自

身
の

将
来

の
キ

ャ
リ
ア

を
考

え
る

ワ
ー

ク
な

ど
を

行
っ

た
。

・
育

児
な

ど
で

離
職

し
再

就
職

を
目

指
す

女
性

を
対

象
に

、
マ

ザ
ー

ズ
パ

ソ
コ

ン
再

就
職

セ
ミ
ナ

ー
、

職
場

復
帰

再
就

職
準

備
セ

ミ
ナ

ー
そ

れ
ぞ

れ
1
回

実
施

し
た

。
・
各

講
座

で
は

、
職

務
経

歴
書

及
び

履
歴

書
の

作
成

方
法

や
仕

事
や

家
事

、
育

児
に

追
わ

れ
る

中
で

自
分

の
時

間
の

作
り

方
を

考
え

る
ワ

ー
ク

な
ど

を
行

っ
た

。

・
マ

ザ
ー

ズ
パ

ゾ
コ

ン
再

就
職

セ
ミ
ナ

ー
1

回
、

マ
マ

た
ち

の
職

場
復

帰
・
再

就
職

セ
ミ
ナ

ー
1
回

を
行

っ
た

。

・
愛

知
学

院
大

学
総

合
政

策
学

部
の

学
生

に
対

し
、

「
子

育
て

と
男

女
共

同
参

画
」
と

題
し

て
、

出
前

講
座

を
実

施
し

た
。

・
マ

マ
・
ジ

ョ
ブ

・
あ

い
ち

（
県

）
の

出
張

相
談

を
１

回
行

っ
た

。

目
標
値
（
R
6
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

2

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
8
.8

%
（
R
1
)

6
5
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

－
－

-
－

-
－

-
－

導
入

－
導

入
－

1
0
0
.0

%
◎

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

合
計

特
殊

出
生

率
1
.6

4
（
R
4
）

安
心

し
て

子
ど

も
を

生
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

7
1
.3

%
（
R
5
)

ア
　

子
育

て
し

や
す

い
環

境
の

整
備

子
ど

も
を

生
み

育
て

よ
う

と
す

る
親

や
子

育
て

を
行

っ
て

い
る

親
が

、
不

安
や

孤
立

感
、

負
担

感
を

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
、

多
様

な
状

況
に

対
応

で
き

る
子

育
て

支
援

を
実

施
し

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

1
3

公
立

保
育

園
IC

T
化

推
進

事
業

子
ど

も
未

来
課

保
護

者
の

利
便

性
向

上
や

保
育

士
の

負
担

軽
減

を
目

的
に

、
連

絡
帳

、
行

事
予

定
や

お
便

り
の

配
信

等
の

様
々

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
電

子
化

す
る

等
、

保
育

園
の

IC
T

化
推

進
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
ま

す
。

シ
ス

テ
ム

の
導

入

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
R
5
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

（
Ｒ

５
事

業
開

始
）

・
公

営
保

育
園

６
園

に
つ

い
て

、
保

育
園

IC
T

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
W

iF
i整

備
工

事
を

行
い

、
各

ク
ラ

ス
に

１
台

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

配
置

し
た

。

目
標
値
（
R
5
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

2

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
8
.8

%
（
R
1
)

6
5
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

－
件

件
件

件
件

3
件

－
－

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

合
計

特
殊

出
生

率
1
.6

4
（
R
4
）

安
心

し
て

子
ど

も
を

生
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

7
1
.3

%
（
R
5
)

ア
　

子
育

て
し

や
す

い
環

境
の

整
備

子
ど

も
を

生
み

育
て

よ
う

と
す

る
親

や
子

育
て

を
行

っ
て

い
る

親
が

、
不

安
や

孤
立

感
、

負
担

感
を

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
、

多
様

な
状

況
に

対
応

で
き

る
子

育
て

支
援

を
実

施
し

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

1
4

公
園

施
設

等
改

修
事

業
み

ど
り

の
推

進
課

都
市

公
園

や
児

童
遊

園
等

の
経

年
劣

化
し

た
遊

具
、

設
備

な
ど

の
施

設
修

繕
や

更
新

等
を

行
い

ま
す

。

遊
具

等
の

施
設

取
替

え
件

数
【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
R
5
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

令
和

６
年

４
月

の
寄

附
を

受
け

て
、

は
な

み
ず

き
広

場
の

噴
水

の
ポ

ン
プ

更
新

を
実

施
す

る
方

針
と

な
っ

た
。

第
３

回
定

例
会

の
補

正
予

算
に

計
上

し
、

可
決

さ
れ

た
。

目
標
値
（
R
6
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

2

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
8
.8

%
（
R
1
)

6
5
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

－
冊

冊
冊

冊
冊

1
5
0

冊
－

－

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

合
計

特
殊

出
生

率
1
.6

4
（
R
4
）

安
心

し
て

子
ど

も
を

生
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

7
1
.3

%
（
R
5
)

ア
　

子
育

て
し

や
す

い
環

境
の

整
備

子
ど

も
を

生
み

育
て

よ
う

と
す

る
親

や
子

育
て

を
行

っ
て

い
る

親
が

、
不

安
や

孤
立

感
、

負
担

感
を

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
、

多
様

な
状

況
に

対
応

で
き

る
子

育
て

支
援

を
実

施
し

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

1
5

子
ど

も
読

書
環

境
充

実
事

業
中

央
図

書
館

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
を

目
的

に
、

保
育

園
や

児
童

館
、

地
域

共
生

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

本
の

貸
出

し
を

行
っ

て
お

り
、

子
ど

も
の

身
近

に
本

が
あ

る
読

書
環

境
の

整
備

・
充

実
に

努
め

ま
す

児
童

図
書

の
購

入
数

【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
R
5
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

中
央

図
書

館
連

携
事

業
用

の
児

童
書

を
購

入
す

る
た

め
、

選
書

を
行

っ
た

。

目
標
値
（
R
6
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

2

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
8
.8

%
（
R
1
)

6
5
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

1
1
0

人
1
2
1

人
1
2
7

人
1
3
1

人
1
2
7

人
1
6
0

人
7
9
.4

%
○

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

合
計

特
殊

出
生

率
1
.6

4
（
R
4
）

安
心

し
て

子
ど

も
を

生
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

7
1
.3

%
（
R
5
)

イ
　

地
域

で
支

え
合

う
子

育
て

支
援

核
家

族
化

の
進

展
や

地
域

の
つ

な
が

り
の

希
薄

化
に

よ
り

、
高

齢
者

や
近

隣
の

住
民

等
か

ら
子

育
て

に
対

す
る

助
言

や
支

援
、

協
力

を
得

る
こ

と
が

困
難

な
状

況
と

な
っ

て
い

る
中

、
か

つ
て

地
域

で
担

っ
て

い
た

役
割

を
取

り
戻

し
、

お
互

い
に

支
え

合
う

こ
と

で
、

一
丸

と
な

っ
て

子
育

て
を

支
援

す
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

1
6

保
育

園
児

童
館

等
地

域
交

流
事

業
子

ど
も

未
来

課

若
者

か
ら

高
齢

者
ま

で
の

幅
広

い
世

代
の

地
域

住
民

が
保

育
園

や
児

童
館

等
の

環
境

整
備

や
行

事
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
関

わ
る

こ
と

で
、

子
ど

も
た

ち
と

の
交

流
を

推
進

し
ま

す
。

保
育

園
児

童
館

等
地

域
交

流
事

業
登

録
者

数
【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
保

育
園

の
お

さ
ん

ぽ
の

付
き

添
い

や
、

保
育

用
品

の
作

成
な

ど
延

べ
1
,1

4
1
人

が
参

加
し

た
。

・
清

掃
や

草
取

り
な

ど
の

環
境

整
備

、
行

事
や

遊
び

の
サ

ポ
ー

ト
な

ど
延

べ
2
1

人
が

参
加

し
た

。

・
保

育
園

の
お

さ
ん

ぽ
の

付
き

添
い

や
、

保
育

用
品

の
作

成
な

ど
に

延
べ

5
3
5
人

が
参

加
し

た
。

・
児

童
の

遊
び

相
手

、
低

木
剪

定
な

ど
の

環
境

整
備

、
行

事
の

サ
ポ

ー
ト
、

イ
ベ

ン
ト
の

講
師

な
ど

に
延

べ
1
5
1
人

が
参

加
し

た
。

・
保

育
園

の
お

さ
ん

ぽ
の

付
き

添
い

や
、

保
育

用
品

の
作

成
な

ど
に

延
べ

７
６

８
人

が
参

加
し

た
。

 ・
児

童
の

遊
び

相
手

、
低

木
剪

定
な

ど
の

環
境

整
備

、
行

事
の

サ
ポ

ー
ト
、

イ
ベ

ン
ト
の

講
師

な
ど

に
述

べ
3
7
4
人

が
参

加
し

た
。

・
保

育
園

の
お

さ
ん

ぽ
の

付
き

添
い

や
、

保
育

用
品

の
作

成
な

ど
延

べ
6
2
2
人

が
参

加
し

た
。

 ・
児

童
の

遊
び

相
手

、
低

木
剪

定
な

ど
の

環
境

整
備

、
行

事
の

サ
ポ

ー
ト
、

イ
ベ

ン
ト

の
講

師
な

ど
に

述
べ

6
7
0
人

が
参

加
し

た
。

・
保

育
園

の
お

さ
ん

ぽ
の

付
き

添
い

や
、

保
育

用
品

の
作

成
な

ど
延

べ
2
1
8

人
が

参
加

し
た

。
 ・

児
童

の
遊

び
相

手
、

低
木

剪
定

な
ど

の
環

境
整

備
、

行
事

の
サ

ポ
ー

ト
、

イ
ベ

ン
ト
の

講
師

な
ど

に
述

べ
3
0
9
人

が
参

加
し

た
。

目
標
値
（
R
6
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事
業
評
価
シ
ー
ト

2

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
8
.8

%
（
R
1
)

6
5
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

－
人

未
実

施
人

未
実

施
人

4
人

5
人

2
0

人
2
5
.0

%
○

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

合
計

特
殊

出
生

率
1
.6

4
（
R
4
）

安
心

し
て

子
ど

も
を

生
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

7
1
.3

%
（
R
5
)

イ
　

地
域

で
支

え
合

う
子

育
て

支
援

核
家

族
化

の
進

展
や

地
域

の
つ

な
が

り
の

希
薄

化
に

よ
り

、
高

齢
者

や
近

隣
の

住
民

等
か

ら
子

育
て

に
対

す
る

助
言

や
支

援
、

協
力

を
得

る
こ

と
が

困
難

な
状

況
と

な
っ

て
い

る
中

、
か

つ
て

地
域

で
担

っ
て

い
た

役
割

を
取

り
戻

し
、

お
互

い
に

支
え

合
う

こ
と

で
、

一
丸

と
な

っ
て

子
育

て
を

支
援

す
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

1
7

子
ど

も
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

教
育

総
務

課

子
ど

も
が

抱
い

た
「
夢

」
や

「
学

習
」
等

に
対

し
て

、
子

ど
も

自
ら

課
題

を
見

つ
け

、
達

成
す

る
過

程
で

主
体

性
を

育
成

す
る

取
組

を
行

い
ま

す
。

子
ど

も
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

取
組

人
数

【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

事
業

中
止

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
影

響
に

よ
り

、
事

業
を

中
止

し
た

。

・
サ

ポ
ー

タ
ー

６
人

参
加

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

が
そ

れ
ぞ

れ
や

り
た

い
こ

と
に

挑
戦

し
、

中
間

報
告

会
、

完
了

報
告

会
で

発
表

し
た

。

・
サ

ポ
ー

タ
ー

８
人

参
加

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

が
そ

れ
ぞ

れ
や

り
た

い
こ

と
に

挑
戦

し
、

中
間

報
告

会
、

完
了

報
告

会
で

発
表

し
た

。

－
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事
業
評
価
シ
ー
ト

3

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
8
.9

%
（
R
1
）

3
5
%

男
性

8
0
.2

歳
女

性
8
5
.0

歳
（
H

2
7
）

延
伸

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

2
団

体
2

団
体

2
団

体
2

団
体

2
団

体
3

団
体

6
6
.7

%
○

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
2
.6

％
（
R
5
）

健
康

寿
命

男
性

8
2
.8

歳
女

性
8
6
.2

歳
（
R
2
）

ア
　

市
民

が
支

え
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

つ
く

る

行
政

で
は

対
応

で
き

な
い

地
域

の
問

題
解

決
や

、
緊

急
時

に
お

互
い

を
助

け
合

え
る

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

役
割

が
重

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
地

域
の

中
で

市
民

同
士

が
協

力
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

小
学

校
区

単
位

の
小

さ
な

自
治

の
実

現
と

市
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

活
動

を
進

め
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
防

災
・
多

文
化

共
生

等
の

課
題

に
対

応
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

も
進

め
て

い
き

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

1
8

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

設
立

運
営

支
援

事
業

地
域

共
生

推
進

課

自
治

会
を

は
じ

め
、

子
ど

も
会

や
シ

ニ
ア

ク
ラ

ブ
、

企
業

、
機

能
別

の
N

P
O

、
各

種
活

動
団

体
等

の
団

体
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
し

た
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
を

北
小

学
校

区
に

設
立

し
、

設
立

準
備

会
を

南
小

学
校

区
に

設
立

す
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。
ま

た
、

長
久

手
小

学
校

区
、

東
小

学
校

区
に

つ
い

て
も

、
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
設

立
に

向
け

て
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

設
置

数
【
累

計
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

市
民

が
自

ら
地

域
の

課
題

を
解

決
す

る
力

を
身

に
つ

け
、

さ
ら

に
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
同

士
の

生
活

支
援

に
つ

な
が

る
取

組
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、

市
民

が
元

気
に

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

よ
う

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

や
外

出
の

促
進

等
に

取
り

組
み

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
西

小
学

校
区

及
び

市
が

洞
小

学
校

区
で

の
運

営
会

議
は

中
止

し
た

。
・
特

別
定

額
給

付
金

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
緊

急
経

済
対

策
）
の

申
請

を
促

す
た

め
、

西
小

学
校

区
で

は
、

チ
ラ

シ
の

全
戸

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

を
行

っ
た

。

・
北

小
学

校
区

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

設
立

に
向

け
、

４
部

会
（
防

災
、

支
え

合
い

・
交

流
、

子
育

て
、

み
ど

り
・
自

然
）
を

設
置

し
た

。
・
地

域
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

で
は

来
訪

さ
れ

た
方

へ
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

・
北

小
学

校
区

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

設
立

に
向

け
た

事
務

局
の

設
置

に
つ

い
て

の
打

合
せ

を
進

め
た

。
・
南

小
校

区
地

域
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

を
利

用
す

る
団

体
等

に
よ

る
「
南

を
考

え
る

会
」
を

開
催

し
た

。

・
西

、
市

が
洞

小
学

校
区

で
は

、
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
が

さ
ま

ざ
ま

な
主

体
と

連
携

し
た

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
北

小
学

校
区

で
は

、
協

議
会

の
設

立
ま

で
に

は
至

ら
な

か
っ

た
も

の
の

、
交

流
会

の
実

施
、

広
報

紙
の

作
成

に
よ

り
、

地
域

住
民

に
対

し
て

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

の
設

立
に

向
け

て
動

い
て

い
る

こ
と

を
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
令

和
６

年
９

月
２

９
日

に
総

会
が

開
催

さ
れ

、
北

小
学

校
区

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

が
設

立
さ

れ
た

。
・
南

小
学

校
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
設

立
準

備
会

が
地

域
の

有
志

に
よ

り
立

ち
上

が
り

、
月

に
１

回
の

会
議

を
実

施
し

て
い

る
。

目
標
値
（
R
6
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

3

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
8
.9

%
（
R
1
）

3
5
%

男
性

8
0
.2

歳
女

性
8
5
.0

歳
（
H

2
7
）

延
伸

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

－
回

0
回

7
回

7
回

5
回

7
回

7
1
.4

%
◎

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
2
.6

％
（
R
5
）

健
康

寿
命

男
性

8
2
.8

歳
女

性
8
6
.2

歳
（
R
2
）

ア
　

市
民

が
支

え
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

つ
く

る

行
政

で
は

対
応

で
き

な
い

地
域

の
問

題
解

決
や

、
緊

急
時

に
お

互
い

を
助

け
合

え
る

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

役
割

が
重

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
地

域
の

中
で

市
民

同
士

が
協

力
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

小
学

校
区

単
位

の
小

さ
な

自
治

の
実

現
と

市
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

活
動

を
進

め
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
防

災
・
多

文
化

共
生

等
の

課
題

に
対

応
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

も
進

め
て

い
き

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

1
9

多
文

化
共

生
社

会
事

業
観

光
商

工
課

外
国

人
市

民
の

ニ
ー

ズ
や

国
際

情
勢

、
本

市
に

お
け

る
多

文
化

共
生

の
実

態
を

把
握

し
、

外
国

人
市

民
が

地
域

の
一

員
と

し
て

活
躍

・
生

活
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

多
文

化
共

生
の

地
域

づ
く

り
や

国
際

交
流

意
識

の
醸

成
に

取
り

組
み

ま
す

。

多
文

化
共

生
促

進
事

業
実

施
回

数
【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

市
民

が
自

ら
地

域
の

課
題

を
解

決
す

る
力

を
身

に
つ

け
、

さ
ら

に
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
同

士
の

生
活

支
援

に
つ

な
が

る
取

組
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、

市
民

が
元

気
に

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

よ
う

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

や
外

出
の

促
進

等
に

取
り

組
み

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
令

和
3
年

2
月

に
多

文
化

共
生

推
進

プ
ラ

ン
策

定
を

策
定

し
た

。
策

定
過

程
で

は
、

策
定

委
員

会
（
3
回

開
催

、
延

べ
2
8

人
出

席
）
及

び
あ

い
ち

多
文

化
共

生
タ

ウ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

in
な

が
く

て
（
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

計
4
1
人

参
加

）
を

開
催

し
た

。

・
長

久
手

市
多

文
化

共
生

推
進

会
議

（
有

識
者

会
議

、
2
回

開
催

、
の

べ
2
0
人

出
席

）
、

長
久

手
市

多
文

化
共

生
推

進
連

絡
会

議
（
庁

内
会

議
、

2
回

開
催

、
の

べ
2
4
人

出
席

）
、

関
係

課
連

携
事

業
（
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
説

明
会

、
外

国
人

子
育

て
座

談
会

）
、

学
校

へ
の

日
本

語
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

派
遣

事
業

を
実

施
し

た
。

・
長

久
手

市
多

文
化

共
生

推
進

会
議

（
有

識
者

会
議

、
2
回

開
催

、
の

べ
1
7
人

出
席

）
、

長
久

手
市

多
文

化
共

生
推

進
連

絡
会

議
（
庁

内
会

議
、

2
回

開
催

、
の

べ
2
0
人

出
席

）
、

学
校

へ
の

日
本

語
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

派
遣

事
業

、
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

を
会

場
と

し
た

「
N

IA
つ

ど
い

の
広

場
」
や

「
防

災
サ

バ
イ

バ
ル

フ
ェ

ス
」
を

実
施

し
た

。

・
令

和
6
年

3
月

に
第

2
次

長
久

手
市

多
文

化
共

生
推

進
プ

ラ
ン

を
策

定
し

た
。

策
定

過
程

で
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
（
回

収
数

：
日

本
人

3
1
9
/
1
,0

0
0
件

、
外

国
人

1
4
4
/
9
0
3
件

）
及

び
、

策
定

委
員

会
（
3
回

、
延

べ
2
5
人

出
席

）
、

多
文

化
共

生
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
（
関

係
者

含
め

計
2
3
人

参
加

）
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

長
久

手
市

多
文

化
共

生
推

進
連

絡
会

議
（
庁

内
会

議
、

1
回

開
催

、
1
0
名

参
加

）
、

学
校

へ
の

日
本

語
教

育
支

援
事

業
を

教
育

委
員

か
か

ら
国

際
交

流
協

会
へ

の
委

託
事

業
と

し
て

実
施

し
た

。

・
長

久
手

市
多

文
化

共
生

推
進

会
議

（
有

識
者

会
議

1
0
/
3
（
水

）
5
人

出
席

）
、

学
校

へ
の

日
本

語
教

育
支

援
事

業
を

教
育

委
員

会
か

ら
国

際
交

流
協

会
へ

の
委

託
事

業
と

し
て

実
施

。
・
生

活
の

場
面

で
使

用
す

る
日

本
語

の
習

得
支

援
及

び
相

談
先

(観
光

商
工

課
及

び
国

際
交

流
協

会
)の

周
知

と
し

て
、

防
災

サ
バ

イ
バ

ル
フ

ェ
ス

を
実

施
し

た
り

、
愛

知
淑

徳
大

学
の

留
学

生
に

対
し

て
説

明
会

を
実

施
し

た
。

目
標
値
（
R
6
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

3

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
8
.9

%
（
R
1
）

3
5
%

男
性

8
0
.2

歳
女

性
8
5
.0

歳
（
H

2
7
）

延
伸

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

2
8
5
0

人
9
6
7

人
4
1
4
5

人
6
1
9
8

人
7
8
3
0

人
3
0
0
0

人
2
6
1
.0

%
◎

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
2
.6

％
（
R
5
）

健
康

寿
命

男
性

8
2
.8

歳
女

性
8
6
.2

歳
（
R
2
）

ア
　

市
民

が
支

え
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

つ
く

る

行
政

で
は

対
応

で
き

な
い

地
域

の
問

題
解

決
や

、
緊

急
時

に
お

互
い

を
助

け
合

え
る

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

役
割

が
重

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
地

域
の

中
で

市
民

同
士

が
協

力
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

小
学

校
区

単
位

の
小

さ
な

自
治

の
実

現
と

市
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

活
動

を
進

め
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
防

災
・
多

文
化

共
生

等
の

課
題

に
対

応
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

も
進

め
て

い
き

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

2
0

国
際

交
流

協
会

支
援

事
業

観
光

商
工

課

多
文

化
共

生
の

地
域

づ
く

り
や

国
際

理
解

・
交

流
の

促
進

に
取

り
組

む
た

め
、

長
久

手
市

国
際

交
流

協
会

へ
の

支
援

と
連

携
を

行
い

ま
す

。

国
際

交
流

協
会

が
実

施
す

る
多

文
化

共
生

推
進

事
業

へ
の

参
加

者
数

【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

市
民

が
自

ら
地

域
の

課
題

を
解

決
す

る
力

を
身

に
つ

け
、

さ
ら

に
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
同

士
の

生
活

支
援

に
つ

な
が

る
取

組
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、

市
民

が
元

気
に

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

よ
う

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

や
外

出
の

促
進

等
に

取
り

組
み

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
イ

ベ
ン

ト
や

日
本

語
教

室
を

開
催

し
た

。
・
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

実
証

実
験

ピ
ニ

ャ
ー

タ
で

交
流

、
自

宅
と

世
界

が
つ

な
が

る
オ

ン
ラ

イ
ン

チ
ャ

レ
ン

ジ
!!

、
協

会
P
R
チ

ラ
シ

作
成

、
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
日

本
語

教
室

（
木

曜
日

・
土

曜
日

　
各

月
3
～

4
回

）
、

英
語

絵
本

読
み

聞
か

せ
等

を
実

施
し

た
。

・
多

文
化

共
生

推
進

事
業

と
し

て
、

日
本

語
教

室
（
木

曜
日

・
土

曜
日

、
月

3
～

4
回

）
、

こ
ど

も
に

ほ
ん

ご
（
日

曜
日

、
月

3
～

4
回

）
、

英
語

絵
本

読
み

聞
か

せ
等

を
実

施
し

た
。

（
参

考
）
上

記
の

他
に

も
、

国
際

交
流

協
会

と
し

て
下

記
取

組
を

行
っ

た
。

・
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

に
て

日
本

語
学

習
者

や
留

学
生

が
講

師
と

な
り

母
国

の
文

化
や

言
語

に
つ

い
て

伝
え

る
イ

ベ
ン

ト
・
く

ー
て

ト
ー

ク
（
動

画
配

信
）
・
国

際
交

流
フ

ェ
ス

タ
（
動

画
配

信
）
・
N

IA
集

い
の

広
場

（
毎

週
土

曜
日

）
・

情
報

誌
及

び
協

会
Ｐ

Ｒ
チ

ラ
シ

発
行

・
多

文
化

共
生

推
進

事
業

と
し

て
、

日
本

語
教

室
（
木

曜
日

・
土

曜
日

、
月

3
～

4
回

）
、

こ
ど

も
に

ほ
ん

ご
（
日

曜
日

、
月

3
～

4
回

）
、

N
IA

集
い

の
広

場
（
毎

週
土

曜
日

）
等

を
実

施
し

た
。

・
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

及
び

長
久

手
中

央
二

号
公

園
を

会
場

と
し

、
国

籍
問

わ
ず

防
災

を
体

験
し

な
が

ら
学

べ
る

「
防

災
サ

バ
イ

バ
ル

フ
ェ

ス
」
を

開
催

し
た

。

・
ワ

ー
テ

ル
ロ

ー
市

に
つ

い
て

広
く

市
民

へ
周

知
し

、
姉

妹
都

市
交

流
を

深
め

る
事

業
と

し
て

「
ベ

ル
ギ

ー
ワ

ー
テ

ル
ロ

ー
フ

レ
ン

ド
フ

ェ
ス

in
な

が
く

て
」
を

実
施

し
、

約
1
,4

0
0
人

が
来

場
し

た
。

・
日

本
語

教
育

や
多

文
化

共
生

推
進

の
機

会
と

し
て

、
国

際
交

流
フ

ェ
ス

タ
、

く
ー

て
ト
ー

ク
、

日
本

語
教

室
（
木

曜
・
土

曜
、

日
曜

）
、

日
本

語
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
講

座
、

防
災

サ
バ

イ
バ

ル
フ

ェ
ス

、
留

学
生

交
流

会
、

日
本

語
教

育
支

援
、

外
国

人
相

談
、

英
語

絵
本

読
み

聞
か

せ
、

日
本

文
化

紹
介

、
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
、

H
P
運

営
、

情
報

誌
発

行
等

を
行

っ
た

。

・
姉

妹
都

市
交

流
事

業
と

し
て

8
月

に
ワ

ー
テ

ル
ロ

ー
市

へ
訪

問
団

を
派

遣
し

た
。

・
日

本
語

教
育

や
多

文
化

共
生

推
進

の
機

会
と

し
て

、
国

際
交

流
フ

ェ
ス

タ
、

防
災

サ
バ

イ
バ

ル
フ

ェ
ス

、
留

学
生

交
流

会
、

日
本

語
教

育
支

援
、

外
国

人
相

談
、

英
語

日
本

読
み

聞
か

せ
、

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

、
H

P
運

営
、

情
報

誌
発

行
等

を
行

っ
た

。

目
標
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R
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事
業
評
価
シ
ー
ト

3

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
8
.9

%
（
R
1
）

3
5
%

男
性

8
0
.2

歳
女

性
8
5
.0

歳
（
H

2
7
）

延
伸

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

3
件

3
件

1
件

1
件

5
件

1
5

件
3
3
.3

%
○

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
2
.6

％
（
R
5
）

健
康

寿
命

男
性

8
2
.8

歳
女

性
8
6
.2

歳
（
R
2
）

ア
　

市
民

が
支

え
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

つ
く

る

行
政

で
は

対
応

で
き

な
い

地
域

の
問

題
解

決
や

、
緊

急
時

に
お

互
い

を
助

け
合

え
る

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

役
割

が
重

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
地

域
の

中
で

市
民

同
士

が
協

力
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

小
学

校
区

単
位

の
小

さ
な

自
治

の
実

現
と

市
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

活
動

を
進

め
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
防

災
・
多

文
化

共
生

等
の

課
題

に
対

応
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

も
進

め
て

い
き

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

2
1

防
災

士
育

成
事

業
安

心
安

全
課

地
域

防
災

を
担

う
人

材
育

成
の

た
め

、
防

災
士

資
格

取
得

費
用

の
助

成
を

行
う

こ
と

で
資

格
取

得
を

促
進

し
ま

す
。

防
災

士
資

格
取

得
の

助
成

件
数

【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

市
民

が
自

ら
地

域
の

課
題

を
解

決
す

る
力

を
身

に
つ

け
、

さ
ら

に
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
同

士
の

生
活

支
援

に
つ

な
が

る
取

組
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、

市
民

が
元

気
に

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

よ
う

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

や
外

出
の

促
進

等
に

取
り

組
み

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
市

広
報

紙
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
及

び
チ

ラ
シ

等
に

よ
る

制
度

の
周

知
を

行
い

、
防

災
士

助
成

を
３

人
に

実
施

し
た

。

・
市

広
報

紙
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
及

び
チ

ラ
シ

の
窓

口
配

布
等

に
よ

る
制

度
の

周
知

を
行

い
、

防
災

士
助

成
を

１
人

に
実

施
し

た
。

・
長

久
手

市
在

住
の

防
災

士
の

交
流

や
、

交
流

に
伴

う
地

域
の

防
災

活
動

の
活

性
化

を
め

ざ
し

、
「
な

が
く

て
防

災
士

カ
フ

ェ
」
を

開
催

し
た

。

・
市

広
報

紙
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
及

び
チ

ラ
シ

の
窓

口
配

布
等

に
よ

る
制

度
の

周
知

を
行

い
、

防
災

士
助

成
を

１
人

に
実

施
し

た
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

も
あ

り
、

助
成

人
数

が
１

人
に

留
ま

っ
た

。

・
市

広
報

紙
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
及

び
チ

ラ
シ

の
窓

口
配

布
等

に
よ

る
制

度
の

周
知

を
行

い
、

防
災

士
助

成
を

５
人

に
実

施
し

た
。

・
市

広
報

紙
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
及

び
チ

ラ
シ

の
窓

口
配

布
等

に
よ

る
制

度
の

周
知

を
行

い
、

防
災

士
助

成
を

2
人

に
実

施
し

た
。

目
標
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R
6
）

41



事
業
評
価
シ
ー
ト

3

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
8
.9

%
（
R
1
）

3
5
%

男
性

8
0
.2

歳
女

性
8
5
.0

歳
（
H

2
7
）

延
伸

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

5
4

地
区

5
7

地
区

5
7

地
区

5
7

地
区

5
9

地
区

5
9

地
区

1
0
0
.0

%
◎

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
2
.6

％
（
R
5
）

健
康

寿
命

男
性

8
2
.8

歳
女

性
8
6
.2

歳
（
R
2
）

ア
　

市
民

が
支

え
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

つ
く

る

行
政

で
は

対
応

で
き

な
い

地
域

の
問

題
解

決
や

、
緊

急
時

に
お

互
い

を
助

け
合

え
る

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

役
割

が
重

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
地

域
の

中
で

市
民

同
士

が
協

力
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

小
学

校
区

単
位

の
小

さ
な

自
治

の
実

現
と

市
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

活
動

を
進

め
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
防

災
・
多

文
化

共
生

等
の

課
題

に
対

応
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

も
進

め
て

い
き

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

2
2

自
主

防
災

活
動

支
援

事
業

安
心

安
全

課

地
域

の
自

主
防

災
活

動
の

活
性

化
の

た
め

、
自

主
防

災
組

織
が

開
催

す
る

防
災

講
習

会
や

防
災

資
機

材
の

貸
与

等
の

活
動

支
援

を
行

い
ま

す
。

自
主

防
災

倉
庫

設
置

数
【
累

計
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

市
民

が
自

ら
地

域
の

課
題

を
解

決
す

る
力

を
身

に
つ

け
、

さ
ら

に
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
同

士
の

生
活

支
援

に
つ

な
が

る
取

組
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、

市
民

が
元

気
に

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

よ
う

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

や
外

出
の

促
進

等
に

取
り

組
み

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
新

た
に

設
立

し
た

2
地

区
の

自
主

防
災

組
織

に
対

し
、

自
主

防
災

倉
庫

の
設

置
及

び
資

機
材

の
貸

与
を

行
っ

た
。

・
地

域
住

民
の

主
催

に
よ

り
実

施
さ

れ
る

自
主

防
災

講
習

会
に

つ
い

て
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
消

毒
や

3
密

回
避

な
ど

基
本

的
な

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
て

実
施

し
、

4
3
0
人

が
参

加
し

た
。

・
地

域
住

民
の

主
催

に
よ

り
実

施
さ

れ
る

自
主

防
災

講
習

会
に

つ
い

て
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
消

毒
や

3
密

回
避

な
ど

基
本

的
な

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
て

実
施

し
、

1
,9

5
1
人

が
参

加
し

た
。

・
コ

ロ
ナ

禍
等

に
よ

り
、

活
動

が
停

滞
す

る
自

主
防

災
組

織
も

あ
っ

た
。

・
積

極
的

に
防

災
活

動
に

取
り

組
ん

だ
2

地
区

の
自

主
防

災
組

織
に

対
し

、
自

主
防

災
倉

庫
の

設
置

及
び

資
機

材
の

貸
与

を
行

っ
た

。

・
地

域
住

民
の

主
催

に
よ

り
実

施
さ

れ
る

自
主

防
災

講
習

会
に

つ
い

て
、

2
8

回
実

施
し

、
約

5
0
0
人

が
参

加
し

た
。

目
標
値
（
R
6
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

3

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

1
8
.9

%
（
R
1
）

3
5
%

男
性

8
0
.2

歳
女

性
8
5
.0

歳
（
H

2
7
）

延
伸

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

5
,1

9
4

千
人

2
,3

3
7

千
人

3
,9

1
2

千
人

4
,6

1
5

千
人

5
,1

9
6

千
人

5
,4

5
5

千
人

9
5
.3

%
○

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
2
.6

％
（
R
5
）

健
康

寿
命

男
性

8
2
.8

歳
女

性
8
6
.2

歳
（
R
2
）

イ
　

市
民

の
健

康
寿

命
を

延
ば

す

高
齢

者
が

元
気

に
暮

ら
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

健
康

増
進

や
生

き
が

い
づ

く
り

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

公
共

交
通

の
利

便
性

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

外
出

を
促

進
し

、
健

康
寿

命
の

延
伸

を
図

り
ま

す
。

具
体
的
な
事
業

2
3

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

構
築

事
業

企
画

政
策

課

長
久

手
市

地
域

公
共

交
通

会
議

を
開

催
し

、
交

通
事

業
者

、
行

政
、

市
民

が
連

携
し

な
が

ら
、

地
域

公
共

交
通

の
確

保
・
維

持
及

び
活

性
化

を
図

り
、

地
域

に
ふ

さ
わ

し
い

公
共

交
通

の
構

築
を

行
い

ま
す

。

市
内

公
共

交
通

の
利

用
者

数
【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

市
民

が
自

ら
地

域
の

課
題

を
解

決
す

る
力

を
身

に
つ

け
、

さ
ら

に
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
同

士
の

生
活

支
援

に
つ

な
が

る
取

組
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、

市
民

が
元

気
に

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

よ
う

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

や
外

出
の

促
進

等
に

取
り

組
み

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
公

共
交

通
の

利
用

促
進

事
業

と
し

て
、

市
民

有
志

に
よ

る
「
公

共
交

通
応

援
隊

キ
ッ

ズ
イ

ベ
ン

ト
グ

ル
ー

プ
」
主

催
の

公
共

交
通

交
流

会
を

実
施

し
た

。
・
第

2
次

長
久

手
市

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
に

基
づ

き
、

長
久

手
市

公
共

交
通

マ
ッ

プ
の

更
新

を
行

っ
た

。

・
公

共
交

通
の

利
用

促
進

事
業

と
し

て
、

市
民

有
志

に
よ

る
「
公

共
交

通
応

援
隊

キ
ッ

ズ
イ

ベ
ン

ト
グ

ル
ー

プ
」
主

催
の

公
共

交
通

交
流

会
を

下
記

内
容

に
て

2
回

実
施

し
、

3
8
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

内
容

：
リ
ニ

モ
車

庫
見

学
、

公
共

交
通

ミ
ニ

講
座

対
象

：
未

就
学

児
、

小
学

生
・
令

和
3
年

4
月

1
日

よ
り

N
-
バ

ス
の

ル
ー

ト
と

ダ
イ

ヤ
が

再
編

さ
れ

た
。

・
公

共
交

通
応

援
隊

キ
ッ

ズ
イ

ベ
ン

ト
グ

ル
ー

プ
が

、
令

和
4
年

8
月

に
市

内
児

童
館

6
箇

所
で

子
ど

も
向

け
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

。
合

計
2
2
2
人

の
子

ど
も

が
参

加
し

、
公

共
交

通
の

啓
発

を
行

っ
た

。
・
N

-
バ

ス
の

啓
発

と
し

て
市

役
所

庁
舎

内
で

カ
プ

セ
ル

ト
イ

を
設

置
し

1
6
2
個

を
販

売
し

た
。

・
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

し
、

「
地

域
公

共
交

通
計

画
」
を

策
定

し
た

。
・
公

共
交

通
応

援
隊

が
令

和
5
年

1
1
月

に
長

久
手

楓
ま

つ
り

に
て

Ｎ
－

バ
ス

ソ
ン

グ
を

披
露

し
た

。
・
ま

た
、

令
和

6
年

3
月

に
は

市
内

の
公

共
交

通
機

関
を

実
際

に
利

用
す

る
利

用
促

進
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

。
1
1
名

が
参

加
し

、
新

城
市

と
長

久
手

市
を

結
ぶ

高
速

乗
合

バ
ス

「
山

の
湊

号
」
や

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
「
Ｓ

バ
ス

」
に

乗
り

、
新

城
市

内
を

巡
っ

た
。

・
令

和
6
年

9
月

に
公

共
交

通
機

関
の

認
知

拡
大

・
利

用
促

進
の

た
め

、
「
の

り
も

の
カ

ー
ド

」
を

作
成

し
た

。

目
標
値
（
R
6
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

4

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

約
3
4
0
万

人
(H

3
0
）

約
3
7
0
万

人

4
2
.7

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

0
件

3
件

7
件

1
3

件
1
5

件
1
4

件
1
0
7
.1

%
◎

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
4
2
1
万

人
(R

5
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
3
6
.5

%
（
R
5
）

ア
　

地
域

資
源

を
活

か
し

た
長

久
手

の
魅

力
と

オ
リ

ジ
ナ

リ
テ

ィ
を

創
造

・
発

信
す

る

農
や

健
康

、
福

祉
等

の
ま

ち
づ

く
り

活
動

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
た

地
域

資
源

を
発

掘
し

磨
き

上
げ

、
歴

史
・
自

然
・
文

化
等

の
観

光
資

源
と

相
互

に
関

連
づ

け
な

が
ら

、
本

市
の

魅
力

と
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

を
高

め
て

い
き

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

2
4

観
光

交
流

協
会

支
援

事
業

観
光

商
工

課

長
久

手
市

観
光

交
流

協
会

が
行

う
、

観
光

P
R
や

イ
ベ

ン
ト
実

施
、

交
流

の
場

の
創

出
、

新
た

な
地

域
資

源
の

発
掘

等
、

長
久

手
市

な
ら

で
は

の
魅

力
的

な
観

光
交

流
ま

ち
づ

く
り

の
実

現
の

た
め

に
必

要
な

事
業

を
支

援
し

ま
す

。

観
光

交
流

協
会

新
規

事
業

の
実

施
件

数
【
累

計
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
（
一

社
）
長

久
手

市
観

光
交

流
協

会
が

主
体

と
な

っ
て

新
規

事
業

と
し

て
、

観
光

交
流

セ
ン

タ
ー

を
開

所
す

る
と

も
も

に
、

藤
が

丘
商

店
街

振
興

組
合

と
の

連
携

及
び

市
域

内
周

遊
観

光
商

品
開

発
の

検
討

を
し

た
。

・
（
一

社
）
長

久
手

市
観

光
交

流
協

会
が

主
体

と
な

っ
て

新
た

な
観

光
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

作
成

や
新

た
な

お
土

産
品

開
発

、
令

和
３

年
６

月
に

開
館

し
た

リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

内
で

の
観

光
案

内
所

な
ど

事
業

を
展

開
し

、
市

の
観

光
P
R
や

交
流

な
ど

を
行

っ
た

。

・
ジ

ブ
リ
パ

ー
ク

の
開

園
及

び
N

H
K

大
河

ド
ラ

マ
「
ど

う
す

る
家

康
」
の

放
映

が
ト
ピ

ッ
ク

と
し

て
上

げ
ら

れ
て

い
た

た
め

、
こ

れ
を

活
用

し
た

事
業

（
長

久
手

楓
ま

つ
り

、
観

光
交

流
協

会
H

P
の

刷
新

等
）
及

び
昨

年
度

か
ら

の
事

業
か

ら
発

展
さ

せ
る

よ
う

な
事

業
（
外

国
人

向
け

お
土

産
品

パ
ッ

ケ
ー

ジ
開

発
）
を

展
開

し
た

。
・
モ

リ
コ

ロ
パ

ー
ク

西
口

で
の

観
光

案
内

所
事

業
等

新
規

事
業

を
実

施
し

た
。

・
大

河
ド

ラ
マ

に
て

、
小

牧
長

久
手

の
戦

い
が

放
映

さ
れ

る
時

期
と

合
わ

せ
て

当
該

合
戦

を
テ

ー
マ

に
「
ど

う
す

る
よ

も
や

ま
話

」
を

郷
土

史
研

究
会

と
連

係
し

て
開

催
し

た
。

・
観

光
の

プ
ロ

業
者

と
連

係
し

た
観

光
振

興
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
、

会
員

交
流

会
を

開
催

す
る

等
、

市
内

の
観

光
振

興
に

関
わ

る
事

業
者

の
啓

発
活

動
・
繋

が
り

づ
く

り
を

行
っ

た
。

・
情

報
発

信
担

当
職

員
を

配
置

し
、

公
式

In
st

ag
ra

m
で

の
情

報
発

信
、

「
ぐ

る
っ

と
長

久
手

プ
チ

ト
リ
ッ

プ
マ

ッ
プ

」
を

発
行

し
ジ

ブ
リ

パ
ー

ク
と

の
オ

フ
ィ

シ
ャ

ル
パ

ー
ト
ナ

ー
ホ

テ
ル

へ
配

付
す

る
な

ど
、

市
内

周
遊

・
観

光
消

費
を

喚
起

す
る

取
組

み
を

行
っ

て
い

る
。

・
や

る
気

の
あ

る
若

手
市

内
事

業
者

等
が

役
員

（
理

事
・
監

事
）
へ

就
任

し
、

新
た

な
組

織
体

制
を

構
築

し
、

組
織

の
活

性
化

を
図

っ
て

い
る

。

目
標
値
（
R
6
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

4

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

約
3
4
0
万

人
(H

3
0
）

約
3
7
0
万

人

4
2
.7

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

1
7
,5

0
0

人
4
7
5

人
1
0
,3

4
4

人
1
,9

2
2

人
1
5
,0

0
0

人
1
8
,0

0
0

人
8
3
.3

%
△

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
4
2
1
万

人
(R

5
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
3
6
.5

%
（
R
5
）

ア
　

地
域

資
源

を
活

か
し

た
長

久
手

の
魅

力
と

オ
リ

ジ
ナ

リ
テ

ィ
を

創
造

・
発

信
す

る

農
や

健
康

、
福

祉
等

の
ま

ち
づ

く
り

活
動

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
た

地
域

資
源

を
発

掘
し

磨
き

上
げ

、
歴

史
・
自

然
・
文

化
等

の
観

光
資

源
と

相
互

に
関

連
づ

け
な

が
ら

、
本

市
の

魅
力

と
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

を
高

め
て

い
き

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

2
5

ア
－

ト
の

ま
ち

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
事

業
生

涯
学

習
課

文
化

の
家

を
は

じ
め

と
す

る
各

施
設

、
ギ

ャ
ラ

リ
ー

等
市

内
全

域
で

行
わ

れ
る

ア
ー

ト
の

祭
典

を
、

市
民

や
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・
大

学
等

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

で
運

営
し

ま
す

。

ア
－

ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

来
場

者
数

【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
の

影
響

に
よ

り
、

な
が

く
て

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

は
中

止
し

、
展

示
会

と
し

て
創

造
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

「
創

造
博

」
に

留
め

た
。

・
市

内
の

大
学

や
市

内
の

企
業

と
連

携
し

な
が

ら
、

文
化

の
家

や
中

央
図

書
館

、
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

、
イ

オ
ン

モ
ー

ル
長

久
手

、
市

内
の

飲
食

店
、

お
寺

等
の

様
々

な
店

舗
や

施
設

と
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
と

り
な

が
ら

、
な

が
く

て
ア

ー
ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

を
開

催
し

た
。

・
令

和
４

年
度

な
が

く
て

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

は
、

令
和

３
年

度
よ

り
開

催
が

隔
年

に
変

更
に

な
っ

た
た

め
、

開
催

し
な

か
っ

た
。

実
績

値
と

し
て

は
、

国
際

芸
術

祭
の

来
場

者
数

を
記

載
し

て
い

る
。

・
文

化
の

家
を

は
じ

め
市

内
の

ア
ト
リ
エ

、
ギ

ャ
ラ

リ
ー

、
カ

フ
ェ

、
店

舗
な

ど
を

会
場

と
し

て
１

か
月

に
わ

た
り

美
術

作
品

の
展

示
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
が

行
わ

れ
、

多
数

の
人

が
来

場
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

以
降

で
完

全
な

形
で

開
催

で
き

た
の

は
今

回
が

は
じ

め
て

と
な

っ
た

。

・
な

が
く

て
ア

ー
ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

は
、

隔
年

開
催

で
あ

り
、

令
和

６
年

度
は

実
施

し
な

い
年

で
あ

る
。

今
年

度
は

、
来

年
度

以
降

の
な

が
く

て
ア

ー
ト

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
実

施
の

た
め

の
準

備
を

行
う

。
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標
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事
業
評
価
シ
ー
ト

4

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

約
3
4
0
万

人
(H

3
0
）

約
3
7
0
万

人

4
2
.7

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

-
箇

所
0

箇
所

0
箇

所
0

箇
所

0
箇

所
1

箇
所

0
.0

%
△

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
4
2
1
万

人
(R

5
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
3
6
.5

%
（
R
5
）

ア
　

地
域

資
源

を
活

か
し

た
長

久
手

の
魅

力
と

オ
リ

ジ
ナ

リ
テ

ィ
を

創
造

・
発

信
す

る

農
や

健
康

、
福

祉
等

の
ま

ち
づ

く
り

活
動

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
た

地
域

資
源

を
発

掘
し

磨
き

上
げ

、
歴

史
・
自

然
・
文

化
等

の
観

光
資

源
と

相
互

に
関

連
づ

け
な

が
ら

、
本

市
の

魅
力

と
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

を
高

め
て

い
き

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

2
6

長
久

手
版

プ
レ

－
パ

－
ク

整
備

事
業

み
ど

り
の

推
進

課

子
ど

も
が

用
意

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

で
体

験
活

動
を

す
る

の
で

は
な

く
、

子
ど

も
自

身
の

意
思

と
自

由
な

発
想

の
も

と
で

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

里
山

を
整

備
し

ま
す

。

長
久

手
版

プ
レ

－
パ

－
ク

整
備

箇
所

数
【
累

計
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
プ

レ
ー

パ
ー

ク
の

周
知

と
実

施
者

発
掘

の
た

め
、

8
月

2
0
日

に
て

ん
ぱ

く
プ

レ
ー

パ
ー

ク
（
名

古
屋

市
）
を

見
学

、
1
1

月
1
5
日

に
第

２
回

講
演

会
を

実
施

し
た

。

・
プ

レ
ー

パ
ー

ク
の

実
現

に
向

け
、

令
和

3
年

1
1
月

2
0
日

「
ご

ち
ゃ

ま
ぜ

の
遊

び
場

作
り

～
母

親
か

ら
見

た
プ

レ
ー

パ
ー

ク
～

」
と

題
し

た
講

演
会

を
実

施
し

た
。

「
プ

レ
ー

パ
ー

ク
は

ど
ん

な
も

の
？

」
「
な

ぜ
プ

レ
ー

パ
ー

ク
が

必
要

？
」
な

ど
に

つ
い

て
講

演
会

を
行

い
、

プ
レ

ー
パ

ー
ク

の
名

称
の

周
知

と
プ

レ
ー

パ
ー

ク
実

施
者

発
掘

を
試

み
た

。

・
令

和
４

年
１

１
月

１
９

日
（
土

）
半

日
体

験
会

「
プ

レ
ー

パ
ー

ク
っ

て
何

だ
ろ

う
？

～
体

験
し

な
が

ら
考

え
る

。
子

ど
も

と
ア

ソ
ビ

と
地

域
の

未
来

～
」
を

開
催

。
前

記
に

つ
い

て
の

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
第

７
号

を
発

行
（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
掲

載
を

含
む

）
し

、
情

報
の

拡
充

を
図

っ
た

。

・
市

民
団

体
が

、
プ

レ
ー

パ
ー

ク
の

試
行

を
３

回
実

施
し

た
。

ま
た

、
啓

発
活

動
と

し
て

講
演

会
や

関
連

映
画

の
上

映
会

を
市

と
協

力
し

て
行

っ
た

。
・
岐

阜
県

の
有

名
講

師
を

呼
ん

で
プ

レ
ー

パ
ー

ク
体

験
会

(1
回

)を
終

日
実

施
し

た
。

・
市

民
団

体
が

、
プ

レ
ー

パ
ー

ク
の

試
行

を
5
／

6
、

9
／

2
3
の

2
回

、
平

成
こ

ど
も

塾
に

て
実

施
し

た
。

・
9
／

2
8
に

大
垣

公
園

プ
レ

ー
パ

ー
ク

（
岐

阜
県

大
垣

市
）
を

見
学

し
た

。

目
標
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（
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事
業
評
価
シ
ー
ト

4

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

約
3
4
0
万

人
(H

3
0
）

約
3
7
0
万

人

4
2
.7

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

-
棟

0
棟

0
棟

0
棟

0
棟

1
棟

0
.0

%
△

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
4
2
1
万

人
(R

5
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
3
6
.5

%
（
R
5
）

ア
　

地
域

資
源

を
活

か
し

た
長

久
手

の
魅

力
と

オ
リ

ジ
ナ

リ
テ

ィ
を

創
造

・
発

信
す

る

農
や

健
康

、
福

祉
等

の
ま

ち
づ

く
り

活
動

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
た

地
域

資
源

を
発

掘
し

磨
き

上
げ

、
歴

史
・
自

然
・
文

化
等

の
観

光
資

源
と

相
互

に
関

連
づ

け
な

が
ら

、
本

市
の

魅
力

と
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

を
高

め
て

い
き

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

2
7

古
民

家
活

用
事

業
（
現

：
歴

史
民

俗
体

験
施

設
整

備
事

業
）

生
涯

学
習

課

江
戸

時
代

後
期

の
建

築
と

さ
れ

、
市

内
に

現
存

す
る

最
古

の
古

民
家

に
つ

い
て

、
こ

の
地

域
の

く
ら

し
や

歴
史

文
化

を
後

世
に

伝
え

る
た

め
、

歴
史

民
俗

体
験

施
設

と
し

て
、

古
戦

場
公

園
に

整
備

し
ま

す
。

復
元

す
る

古
民

家
の

棟
数

【
累

計
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
事

業
の

進
め

方
に

つ
い

て
再

検
討

を
行

っ
た

。
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
古

民
家

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト
は

中
止

し
た

。

・
古

民
家

移
築

に
あ

た
っ

て
は

、
で

き
る

か
ぎ

り
多

く
の

部
材

を
活

用
し

て
移

築
す

る
方

針
で

事
業

を
進

め
た

。
・
移

築
工

事
は

市
民

参
加

型
の

工
法

と
す

る
。

・
古

戦
場

公
園

再
整

備
事

業
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

2
回

行
い

、
延

べ
6
0
人

が
参

加
し

た
。

・
古

民
家

の
解

体
工

事
及

び
建

築
工

事
の

設
計

業
務

を
行

っ
た

。
・
古

民
家

移
築

に
関

す
る

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

4
回

開
催

し
、

大
学

生
、

外
国

人
の

方
を

含
む

延
べ

1
0
6
人

が
参

加
し

た
。

・
古

民
家

移
築

に
関

す
る

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

3
回

開
催

し
、

延
べ

7
6
人

が
参

加
し

た
。

・
古

民
家

等
解

体
工

事
を

発
注

し
た

が
、

古
民

家
移

築
事

業
の

必
要

性
を

検
討

す
る

の
に

時
間

を
要

し
、

工
事

を
実

施
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

令
和

５
年

度
予

算
を

令
和

6
年

度
に

繰
り

越
し

た
。

・
令

和
6
年

6
月

に
教

育
委

員
会

か
ら

文
化

財
保

護
審

議
会

へ
諮

問
し

、
令

和
6
年

7
,8

月
に

文
化

財
保

護
審

議
会

で
審

議
し

、
教

育
委

員
会

へ
、

古
民

家
の

保
護

及
び

活
用

方
法

に
つ

い
て

答
申

さ
れ

た
。

・
令

和
6
年

9
月

開
催

の
定

例
教

育
委

員
会

で
、

古
民

家
の

取
扱

方
針

が
決

定
承

認
さ

れ
た

。

目
標
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（
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事
業
評
価
シ
ー
ト

4

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

約
3
4
0
万

人
(H

3
0
）

約
3
7
0
万

人

4
2
.7

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業

の
概
要

―
回

回
回

回
6

回
1

回
6
0
0
.0

%
◎

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
4
2
1
万

人
(R

5
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
3
6
.5

%
（
R
5
）

ア
　

地
域

資
源

を
活

か
し

た
長

久
手

の
魅

力
と

オ
リ

ジ
ナ

リ
テ

ィ
を

創
造

・
発

信
す

る

農
や

健
康

、
福

祉
等

の
ま

ち
づ

く
り

活
動

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
た

地
域

資
源

を
発

掘
し

磨
き

上
げ

、
歴

史
・
自

然
・
文

化
等

の
観

光
資

源
と

相
互

に
関

連
づ

け
な

が
ら

、
本

市
の

魅
力

と
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

を
高

め
て

い
き

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

2
8

ジ
ブ

リ
パ

ー
ク

関
連

事
業

企
画

政
策

課

ジ
ブ

リ
パ

ー
ク

へ
の

親
し

み
や

誇
り

を
持

っ
て

も
ら

う
と

共
に

歓
迎

す
る

機
運

を
た

か
め

る
た

め
に

P
R
事

業
を

行
い

ま
す

。

ジ
ブ

リ
パ

ー
ク

関
連

事
業

に
関

す
る

P
R
事

業
実

施
数

【
単

年
】

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
R
5
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
特

別
番

組
上

映
会

の
開

催
・
市

広
報

で
の

特
集

記
事

の
開

催
（
R
5
.8

、
1
1
）

・
連

続
照

明
に

P
R
 バ

ナ
ー

設
置

・
高

速
道

路
橋

梁
に

横
断

幕
設

置
・
親

子
健

康
手

帳
へ

の
活

用
・
小

学
校

等
へ

絵
本

を
配

布

・
ジ

ブ
リ
映

画
上

映
会

の
開

催

目
標
値
（
R
6
）
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事
業
評
価
シ
ー
ト

4

基
準
値

目
標
値
（
R
6
）

約
3
4
0
万

人
(H

3
0
）

約
3
7
0
万

人

4
2
.7

%
（
R
1
）

5
0
%

事
業
名

担
当
課

事
業
の
概
要

-
人

-
人

-
人

3
6
,4

0
8

人
4
0
,6

8
7

人
6
0
,0

0
0

人
6
7
.8

%
○

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
4
2
1
万

人
(R

5
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
3
6
.5

%
（
R
5
）

イ
　

人
が

集
ま

り
情

報
の

受
発

信
が

行
わ

れ
る

交
流

の
場

の
創

造

観
光

交
流

等
の

情
報

の
受

発
信

、
多

様
な

市
民

活
動

を
喚

起
し

そ
れ

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
市

民
同

士
や

来
訪

者
と

の
交

流
を

促
進

し
、

市
民

主
体

の
豊

か
な

社
会

の
創

造
を

目
指

し
ま

す
。

ま
た

、
市

民
は

も
ち

ろ
ん

、
大

学
生

、
市

民
団

体
な

ど
、

多
様

な
主

体
が

新
た

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

育
み

創
出

す
る

場
と

し
て

、
リ

ニ
モ

長
久

手
古

戦
場

駅
周

辺
に

新
た

な
公

益
施

設
を

整
備

し
、

に
ぎ

わ
い

を
創

出
し

ま
す

。

具
体
的
な
事
業

2
9

リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

に
ぎ

わ
い

創
出

事
業

（
現

：
リ

ニ
モ

テ
ラ

ス
公

益
施

設
管

理
事

業
）

観
光

商
工

課

「
リ

ニ
モ

テ
ラ

ス
公

益
施

設
（
仮

称
）
」
を

は
じ

め
リ

ニ
モ

長
久

手
古

戦
場

駅
北

側
の

リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

に
お

い
て

、
市

民
の

新
た

な
つ

な
が

り
を

つ
く

る
た

め
に

、
市

民
が

主
体

と
な

っ
て

に
ぎ

わ
い

を
創

出
す

る
事

業
を

行
い

ま
す

。

リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

イ
ベ

ン
ト
実

施
回

数
【
単

年
】
（
Ｒ

４
～

リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

来
館

者
数

【
単

年
】
）

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(Ｒ

5
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(Ｒ

5
)

△
…

実
績

値
(Ｒ

5
)＜

基
準

値

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6
（
上
半
期
ま
で
）

基
準
値
（
H
3
0
）

実
績
値
（
R
2
）

実
績
値
（
R
3
）

実
績
値
（
R
4
）

実
績
値
（
R
5
）

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

・
公

益
施

設
開

館
に

向
け

て
事

業
運

営
を

考
え

る
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

2
回

開
催

し
、

延
べ

2
5
名

が
参

加
し

た
。

・
こ

れ
ま

で
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

建
設

に
関

わ
っ

て
き

た
団

体
等

が
担

い
手

と
な

っ
て

、
実

証
実

験
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

3
0
0
名

が
参

加
し

た
。

・
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

上
棟

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

し
、

1
5
0
名

が
参

加
し

た
。

・
令

和
６

年
３

月
施

設
オ

ー
プ

ン
。

・
持

続
的

な
活

動
等

と
し

て
、

観
光

交
流

協
会

に
よ

る
観

光
案

内
所

運
営

、
国

際
交

流
協

会
に

よ
る

集
い

の
広

場
や

オ
ー

プ
ン

日
本

語
教

室
の

展
開

が
あ

る
。

・
四

季
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

は
、

各
季

節
を

テ
ー

マ
に

し
て

指
定

管
理

者
及

び
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

運
営

協
議

会
に

よ
る

参
加

型
イ

ベ
ン

ト
（
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

夏
祭

り
、

冬
祭

り
「
み

ん
な

で
お

正
月

！
」
）
を

行
っ

た
。

（
R
4
～

事
業

統
合

の
た

め
名

称
及

び
指

標
変

更
）

・
N

IA
集

い
の

広
場

、
夏

祭
り

子
ど

も
縁

日
、

市
内

大
学

学
生

W
S
等

2
2
9
回

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
市

民
活

動
の

活
躍

・
発

信
の

場
と

し
て

も
認

知
さ

れ
て

き
た

こ
と

か
ら

、
事

業
に

お
け

る
プ

レ
イ

ヤ
ー

（
活

用
主

体
）
が

増
加

し
て

き
た

。

・
「
0
・
1
・
2
・
3
こ

ど
も

の
ひ

ろ
ば

」
、

「
あ

っ
ぷ

す
く

ー
る

」
等

、
主

要
テ

ー
マ

に
関

連
し

た
取

組
や

「
こ

ど
も

縁
日

」
、

「
み

ん
な

の
お

正
月

」
等

の
活

動
す

る
団

体
が

連
係

し
た

交
流

事
業

を
実

施
し

た
。

・
開

館
3
年

目
を

迎
え

、
市

民
に

よ
る

交
流

事
業

の
活

動
場

所
と

し
て

利
活

用
さ

れ
る

ほ
か

、
長

久
手

中
央

２
号

公
園

と
一

体
的

な
指

定
管

理
を

実
施

す
る

指
定

管
理

者
を

選
定

し
た

。

・
令

和
6
年

度
か

ら
は

リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

と
長

久
手

中
央

2
号

公
園

を
一

体
的

な
指

定
管

理
と

す
る

ス
キ

ー
ム

を
採

用
し

た
。

・
現

在
、

新
た

な
指

定
管

理
者

に
よ

り
、

両
施

設
を

一
体

的
に

活
用

す
る

こ
と

で
継

続
的

か
つ

能
動

的
な

市
民

活
動

の
連

鎖
が

生
ま

れ
る

よ
う

な
運

営
を

行
い

、
活

動
的

な
市

民
を

取
り

込
む

「
リ

ニ
モ

テ
ラ

ス
M

T
」
、

「
サ

ポ
ー

タ
ー

制
度

」
を

行
っ

て
い

る
。

目
標
値
（
R
6
）
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